
令和 8 年度 

参 考 図 書

事 業 名：公共下水道事業 

工 事 場 所：竹原市 田ノ浦

工 事 名：田ノ浦地区下水道（面整備）工事 R8-4 

建設リサイクル法 12 条 13 条対象 

【添付書類】 
□総括情報表 
□工事費内訳表 施工単価表 

□数量計算書 
□参考図       等 



(補助：開削）
項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

（開削工法）

管路施設

管きょ工

管路土工

管路掘削 機械掘削工 BH0.28m3 398.3 400

流用土

管路埋戻 機械投入埋戻工 BH0.28+ﾀﾝﾊﾟ 247.6 250

現場から仮置場

発生土処理 発生土運搬工 BH0.28+DT4t 398.3 400

埋戻土運搬工 積込 275.1 280 247.6/0.9

土砂等運搬 10t 275.1 280

発生土運搬 積込み 土砂 123.2 120 398.3-275.1

土砂等運搬 123.2 120

処分費 土砂 123.2 120

管布設工

リブ付硬質 管径200mm

リブ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 塩化ﾋﾞﾆﾙ管設置工 300.4 300

曲管15° 3.0 3

曲管22°1/2 2.0 2

ﾏﾝﾎｰﾙ可とう継手 PRP200 13.0 13

埋設標識ﾃｰﾌﾟ 埋設標識ｼｰﾄ 300.4 300

管基礎工

砕石基礎設置

砕石基礎 砕石基礎設置工 [機械施工] 88.5 90 23.21+62.13

管路土留工

軽量鋼矢板建込工

軽量鋼矢板土留 （両側分） 矢板長（2.0m） 122.70 123

軽量鋼矢板引抜工

（両側分） 矢板長（2.0m） 122.70 123

軽量鋼矢板建込工

（両側分） 矢板長（2.5m） 51.00 51

軽量鋼矢板引抜工

（両側分） 矢板長（2.5m） 51.00 51

軽量鋼矢板

賃料及び修理損耗費 1 1

軽量金属支保工

切梁・腹起し等賃料 １段 1 1

軽量金属支保工

土留支保工設置 １段 145.70 146

軽量鋼矢板

賃料及び修理損耗費 1 1

軽量金属支保工

土留支保工撤去 １段 145.70 146

軽量金属支保工

土留支保工設置 ２段 28.00 28

軽量金属支保工

土留支保工撤去 ２段 28.00 28

軽量金属支保工

切梁・腹起し等賃料 2段 1 1

開削水替工

開削水替 作業時排水 ポンプ運転工 19.0 19

据付・撤去工 12.0 12

マンホール工

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考
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(補助：開削）
項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考

組立マンホール工

斜壁

組立0号マンホール 円形0号（内径750）Ⅰ種 600×750×300 1.0 1

斜壁

円形0号（内径750）Ⅰ種 600×750×450 1.0 1

斜壁

円形0号（内径750）Ⅰ種 600×750×600 1.0 1

管取付け壁

円形0号（内径750）Ⅰ種 750×900 2.0 2

管取付け壁

円形0号（内径750）Ⅰ種 750×1200 1.0 1

底版

円形0号（内径750）Ⅰ種 3.0 3

調整リング

マンホール付属品 600×50 1.0 1

調整リング

マンホール付属品 600×100 2.0 2

調整金具

マンホール付属品 調整高25mmまで 3.0 3

有効径φ600

下水道用マンホールふた 浮上防止型，かぎ付，耐荷重T-14 3.0 3

0・1号（Ⅰ種）

マンホール削孔費 塩ビ管用，径150用 2.0 2

0・1号（Ⅰ種）

マンホール削孔費 塩ビ管用，径200用 3.0 3

底部工 3.0 3

0号（内径750mm）

組立0号マンホール 深さ3m以下 3.0 3

カラーマンホール塗装 1.0 1

斜壁

組立1号マンホール 円形1号（内径900）Ⅰ種 600×900×300 1.0 1

斜壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 600×900×450 4.0 4

斜壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 600×900×600 3.0 3

直壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×1200 1.0 1

直壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×1500 2.0 2

直壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×1800 3.0 3

管取付け壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×900 1.0 1

管取付け壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×1500 1.0 1

管取付け壁

円形1号（内径900）Ⅰ種 900×1800 6.0 6

底版

円形1号（内径900）Ⅰ種 8.0 8

調整リング

マンホール付属品 600×50 5.0 5

調整リング

マンホール付属品 600×100 3.0 3

調整金具

マンホール付属品 調整高25mmまで 7.0 7

調整金具

マンホール付属品 調整高45mmまで 1.0 1

有効径φ600

下水道用マンホールふた 浮上防止型，かぎ付，耐荷重T-14 8.0 8

カラーマンホール塗装 有効径φ600 4.0 4

転落防止はしご 6.0 6

0・1号（Ⅰ種）

マンホール削孔費 塩ビ管用，径150用 1.0 1

0・1号（Ⅰ種）

マンホール削孔費 塩ビ管用，径150用 3.0 3

0・1号（Ⅰ種）

マンホール削孔費 塩ビ管用，径200用 10.0 10

底部工

1号（内径900mm）

組立1号マンホール 深さ3ｍ以下 2.0 2

1号（内径900mm）

組立1号マンホール 深さ3m超～4m以下 2.0 2

1号（内径900mm）

組立1号マンホール 深さ4m超～5m以下 4.0 4
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(補助：開削）
項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考

内副官取付工

内副官 φ150 段差1.5ｍ～2.0ｍ未満 2.0 2

内副官取付工

φ150 段差2.5ｍ～3.0ｍ未満 2.0 2

内副官取付工

φ150 段差3.0ｍ～3.5ｍ未満 1.0 1

副官材料 1.0 1

小型マンホール工

塩ビマンホール 6.0 6

蓋設置工 T-14 6.0 6

取付管及びます工

管路土工

管路掘削 機械掘削工 26.5 27

管路埋戻 機械投入埋戻工 22.0 22

管路埋戻 機械投入埋戻工 砂 6.1 6

発生土処理 発生土運搬工 現場から仮置場 26.5 27

埋戻土運搬 積込 24.4 25 22/0.9

土砂等運搬 10t 24.4 25

処分土 積込み 2.1 2 26.5-24.4

土砂運搬 2.1 2

処分費 10t 2.1 2

ます設置工

ます（塩化ビニル製） ます設置工（塩化ビニル製） ます径200mm 16.0 16

取付管布設工

取付管 取付管布設および 管径150mm

（硬質塩化ビニル管） 支管取付工 3m以上 16.0 16

付帯工

舗装撤去工

アスファルト舗装版 開削+取付＋立坑

舗装版切断 舗装版切断 舗装版厚10ｃｍ以下 412.9 410 344.6+5.97+62.28

インターロッキング 開削＋立坑

取外し 103.4 100 95.7+7.6

アスファルト舗装版 開削+取付＋立坑

舗装版破砕 舗装版破砕 舗装版厚10㎝以下 182.5 180 157.9+21.8+2.84

DID有

殻運搬処理 殻運搬 運搬距離6.0㎞以下 18.3 18 182.5/0.1

As殻処分 42.9 43 18.3*2.35

舗装版復旧工 下層路盤(車道・路肩部） 下層路盤 全仕上り厚100mm 157.9 160

下層路盤（歩道部） 下層路盤 全仕上り厚50mm 95.8 96

舗装版復旧工 下層路盤(取付） 下層路盤 全仕上り厚100mm 21.8 22

上層路盤(車道・路肩部） 上層路盤 全仕上り厚120mm 157.9 160

上層路盤（歩道部） 上層路盤 全仕上り厚160㎜ 95.8 96

上層路盤(取付） 上層路盤 全仕上り厚120mm 21.8 22

表層(車道・路肩部） 表層 平均仕上り厚30mm 157.9 160

表層(歩道部） 表層 平均仕上り厚30mm 95.8 96

表層(歩道部） 表層 平均仕上り厚30mm 21.8 22
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(補助：推進）
項 目 工 種 種 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

(小口径推進工法)

管路施設

管きょ工

（小口径推進）

低耐荷力泥土圧

一工程推進工

推進用 推進用 先頭管+標準管

硬質塩化ビニル管 硬質塩化ビニル管材料費 先頭管、標準管 本 82.0 82 77+5

推進用

硬質塩化ビニル管材料費 最終管 5.0 5

推進工 低耐荷力泥土圧 m 82.9 83 平均延長16.7

スクリューコンベヤ類撤去工 m 82.9 83

添加材注入工 82.9 83

発生土処理 汚泥吸排車運転 3.7 4

投棄料 土砂 3.7 4

立坑内管布設工

硬質塩化ビニル管 硬質塩化ビニル管布設工 4.8 4.8

仮設備工（小口径）

坑口（小口径） 坑口工 10.0 10

鏡切り 鏡切り工 16.0 16.0

推進設備等設置撤去 推進設備工 2.0 2

推進設備据替工 3.0 3

先導体据付撤去工 5.0 5

推進水替工

推進用水替 ポンプ運転工 66.9 67

据付・撤去工 6.0 6

補助地盤改良工

M-132（上流坑口部）

薬液注入 薬液注入工 削孔長4.2ｍ 4.0 2

M-132（横坑口部）

薬液注入工 削孔長4.6ｍ 2.0 4

M-133（上流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.2ｍ 2.0 4

M-133（下流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.7ｍ 4.0 2

M-133（横坑口部）

薬液注入工 削孔長4.2ｍ 4.0 2

M-134（下流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.7ｍ 2.0 4

M-134（上流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.7ｍ 2.0 4

M-161（下流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.3ｍ 4.0 2

M-163（下流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.1ｍ 2

M-163（下流坑口部）

薬液注入工 削孔長4.8ｍ 30.0 4

注入設備据付・解体工 車上 1.0 1

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考
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(補助：推進）
項 目 工 種 種 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考

立坑工

管路土工

1500 管路埋戻 機械投入埋戻 発生土 4.3 4

管路埋戻 機械投入埋戻 再生砂 7.1 7

発生土処理 発生土運搬工 4t 27.4 27

発生土処理 積込 22.6 23 27.4-4.8

土砂等運搬 10t 22.6 23

投棄料 22.6 23

埋戻土運搬

積込み（ルーズ） 4.8 5 4.32/0.9

土砂等運搬 10ｔ 4.8 5

鋼製ケーシング圧入掘削 圧入掘削積込み工 Φ1500mm 14.7 14.7 砂質

圧入掘削積込み工 Φ1500mm 1.4 1.4 礫質

ケーシング溶接工 Φ1500mm 6.0 6

ケーシング引上げ工 Φ1500mm 3.0 3

ケーシング撤去工 Φ1500mm 3.0 3

スクラップ 2.0 2

底盤コンクリート 底盤コンクリート打設工 5.4 5

圧入掘削設備 機械設備撤去工 Φ1500mm 3.0 3

刃先製作取付非 Φ1500mm 3.0 3

鋼製ケーシング存置 鋼製ケーシング存置 Φ1500mm 13.2 13.2

仮設ケーシング損料 仮設ケーシング損料 Φ1500mm 3.0 3

立坑排水 うわ水排水工 3.0 3

排水運搬処理 スライム処理工 3.0 3

汚泥吸排水車運転費 2.1 2

建設汚泥処理費 2.1 2

円形覆工板

円形覆工板設置工 Φ1500mm 3.0 3

円形覆工板撤去工 Φ1500mm 3.0 3

円形覆工開閉 10.8 11

円形覆工板賃料等 Φ1500mm 1.0 1

2000 管路埋戻 機械投入埋戻 発生土 9.0 9

管路埋戻 機械投入埋戻 再生砂 20.2 20

発生土処理 発生土運搬工 4t 34.1 34

発生土処理 積込 24.1 24 34.1-（9/0.9）

土砂等運搬 10t 24.1 24

投棄料 24.1 24

埋戻土運搬

積込み（ルーズ） 10.0 10 9/0.9

土砂等運搬 10ｔ 10.0 10
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(補助：推進）
項 目 工 種 種 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

数量総括表

単位 計算数量 設計数量 備　考

鋼製ケーシング圧入掘削 圧入掘削積込み工 Φ2000mm 9.8 9.8 砂質

礫質

圧入掘削積込み工 Φ2000mm 1.4 1.4

ケーシング溶接工 Φ2000mm 4.0 2

ケーシング引上げ工 Φ2000mm 2.0 2

ケーシング撤去工 Φ2000mm 2.0 2

スクラップ 1.8 1.8

底盤コンクリート 底盤コンクリート打設工 6.2 6

調整コンクリート 0.5 0.5

圧入掘削設備 機械設備撤去工 Φ2000mm 4.0 4

刃先製作取付非 Φ2000mm 2.0 2

鋼製ケーシング存置 鋼製ケーシング存置 Φ2000mm 9.5 9.5

仮設ケーシング損料 仮設ケーシング損料 Φ2000mm 2.0 2

立坑排水 うわ水排水工 2.0 2

排水運搬処理 スライム処理工 2.0 2

汚泥吸排水車運転費 2.4 2

建設汚泥処理費 2.4 2

円形覆工板

円形覆工板設置工 Φ2000mm 2.0 2

円形覆工板撤去工 Φ2000mm 2.0 2

円形覆工開閉 42.6 43

円形覆工板賃料等 Φ2000mm 1.0 1
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項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル 2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

全工種共通仮設

仮設工

交通管理工

交通誘導警備員

交通誘導警備員B 開削工 140.0 140

交通誘導警備員B 推進工 低耐荷力方式 200.7 200

間接工事費

役務費

役務費

借地料

借地料 1.0 1

運搬工

運搬工

運搬工

鋼矢板等:11.3ｔ

ケーシング:6.15+5.84

仮設材運搬費 仮設材等 23.3 23.3

準備費

技術管理費

技術管理費

開削+推進

施工調査費 本管テレビカメラ調査 430.8 430.0 308.7+122.1

数量総括表
(補助：全工種共通仮設・間接工事費）

単位 計算数量 設計数量 備　考

人

人
66.9日×３人
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ｍ



数量集計表 200mmリブ付硬質塩化ビニル管布設工 補助

名　称 種　別 規　格 単位 数量 備　　考

リブ付200mm硬質塩化ビニル管布設工

管布設工

区間延長 m 308.70

管布設延長 PRPφ200 m 300.36

可とう継手 φ200 個 13

片受直管 PRPφ200 Ｌ＝4m/本 本 70

曲管15° PRPφ200 本 3

曲管22°1/2 PRPφ200 本 2

埋設シート m 308.70

土工

掘削土量 m
3

398.27

砕石基礎 m
3

24.07

中詰砕石 m3 64.43

発生土埋戻 m
3

247.59

土留工

軽量鋼矢板設置撤去 LSP-Ⅰ　L=2.0 m 122.70

軽量鋼矢板設置撤去 LSP-Ⅰ　L=2.5 m 51.00

支保工設置 1段 2.0m以下 m 145.70

支保工設置 2段 2.0m以上 m 28.00



管材　数量計算 管径φ 200 管種: リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 補助

区間 管体・布設

路線 下流 上流 延長 下流 上流 延長
上流用継
手

下流用継
手 直管延長

片受直管
本数

上流用
継手

下流用
継手 曲管15°

曲管22°
1/2

リブマンホール
合流サドル

可とう継
手 備考

番号 下流 上流 L ｌ1 ｌ2 Ｌ1 ｌ3 ｌ4 Ｌ2 4.0m/本 0.5m/本 0.5m/本

m m m m m m m 本 本 本 本 本 個 個

2250 M-134 135+7+7.3 1号 7.30 0.450 6.85 0.50 1.59 1 1 1

塩ビST 16.70 0.320 16.38 4.10 2

M-135 M-136 塩ビST 塩ビST 24.00 0.200 0.320 23.48 23.48 6

M-136 M-137 塩ビST 0号 23.00 0.200 0.375 22.43 0.50 21.93 6 1 1

M-137 M-138 0号 塩ビST 41.00 0.375 0.320 40.31 0.50 39.81 10 1 1

M-138 M-139 塩ビST 1号 33.00 0.200 0.450 32.35 0.50 31.85 8 1 1

2261 M-155 M-156 1号 塩ビ15L 23.00 0.450 0.330 22.22 0.50 21.72 6 1 1 1

M-156 M-157 塩ビ15L 0号 22.00 0.200 0.375 21.43 0.50 20.93 6 1 1

M-157 M-158 0号 0号 16.00 0.375 0.375 15.25 0.50 0.50 14.25 4 1 1 1 2

M-158 M-159 0号 塩ビ15L 19.00 0.375 0.330 18.30 0.50 17.80 5 1 1 1

2258 M-161 M-161+26 1号 26.00 0.450 25.55 0.50 25.05 7 1 1 1

2255 M-163 M-163+5.7 1号 5.70 0.450 5.25 0.50 4.75 2 1 1 1

2252 M-165 M-166 1号 塩ビST 24.00 0.450 0.320 23.23 0.50 22.73 6 1 1

M-166 M-167 塩ビST 1号 28.00 0.200 0.450 27.35 0.50 26.85 7 1 1

合計 308.70 300.36 4.00 2.50 276.81 76 8 5 3 2 0 13

マンホール種別区間 管材延長マンホール減長 リブ管材



土工　数量計算 管径φ 200 管種： リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 補助

区間 管体 舗装厚 掘削深 掘削 掘削 舗装厚

路線 延長 延長 方法 勾配 上部 底部 掘削土量 管控除 As+路盤 備考

番号 下流 上流 L L1 下流 上流 平均 t1 h1 b1 B Ｖ1 b2 Ｖ2 h3 b3 A1 V3 h2 b4 V4 ｔ3

m m m m m m m m m m3 m m3 m m m2 m3 m m m3 ｍ

2250 M-134 M-134+7.3 7.30 6.85 1.45 1.45 1.45 0.05 1.40 直掘 0.00 0.95 0.95 9.71 0.95 0.65 0.30 0.95 0.031 1.74 0.60 0.95 4.16 0.45 Aｓ5-10-30車道

M-134+7.3 M-135 16.70 16.38 1.45 1.90 1.68 0.06 1.62 直掘 0.00 0.95 0.95 25.70 0.95 1.56 0.30 0.95 0.031 4.16 1.04 0.95 16.50 0.24 IR6-3-10-5歩道

M-135 M-136 24.00 23.48 1.90 1.30 1.60 0.06 1.54 直掘 0.00 0.95 0.95 35.11 0.95 2.23 0.30 0.95 0.031 5.96 0.96 0.95 21.89 0.24 IR6-3-10-5歩道

M-136 M-137 23.00 22.43 1.30 1.81 1.56 0.06 1.50 直掘 0.00 0.95 0.95 32.78 0.95 2.13 0.30 0.95 0.031 5.70 0.92 0.95 20.10 0.24 IR6-3-10-5歩道

M-156 M-157 22.00 21.43 1.59 1.61 1.60 0.05 1.55 直掘 0.00 0.95 0.95 32.40 0.95 2.04 0.30 0.95 0.031 5.44 0.95 0.95 19.86 0.25 As5-10-10車道

2255 M-163 M-163+5.7 5.70 5.25 1.72 1.66 1.69 0 1.69 直掘 0.00 0.95 0.95 9.15 0.95 0.50 0.30 0.95 0.031 1.33 1.29 0.95 6.99 0.00 未舗装

2252 M-165 M-166 24.00 23.23 1.31 1.90 1.61 0.05 1.56 直掘 0.00 0.95 0.95 35.57 0.95 2.21 0.30 0.95 0.031 5.90 0.96 0.95 21.89 0.25 As5-10-10車道

矢板2.0　1段 122.70 119.04 180.42 111.39

2261 M-155 M-156 23.00 22.22 2.02 1.59 1.81 0.05 1.76 直掘 0.00 0.95 0.95 38.46 0.95 2.11 0.30 0.95 0.031 5.64 1.16 0.95 25.35 0.25 As5-10-10車道

矢板2.5　1段

M-166 M-167 28.00 27.35 1.90 2.16 2.03 0.05 1.98 直掘 0.00 0.95 0.95 52.67 0.95 2.60 0.30 0.95 0.031 6.95 1.38 0.95 36.71 0.25 As5-10-10車道

矢板2.5　2段

M-137 M-138 41.00 40.31 1.30 1.33 1.32 0.06 1.26 素掘り 0.10 0.86 0.60 37.71 0.62 2.46 0.30 0.68 0.031 6.61 0.68 0.82 20.85 0.24 IR6-3-10-5歩道

M-138 M-139 33.00 32.35 1.33 1.31 1.32 0.05 1.27 素掘り 0.10 0.86 0.60 30.59 0.62 1.97 0.30 0.68 0.031 5.31 0.67 0.81 16.52 0.25 As5-10-10車道

M-157 M-158 16.00 15.25 1.46 1.37 1.42 0.05 1.37 素掘り 0.10 0.88 0.60 16.22 0.62 0.93 0.30 0.68 0.031 2.50 0.77 0.83 9.33 0.25 As5-10-10車道

M-158 M-159 19.00 18.30 1.30 1.30 1.30 0.05 1.25 素掘り 0.10 0.86 0.60 17.34 0.62 1.12 0.30 0.68 0.031 3.00 0.65 0.81 9.20 0.25 As5-10-10車道

2258 M-161 M-161+26 26.00 25.55 1.30 1.31 1.31 0 1.31 素掘り 0.10 0.86 0.60 24.86 0.62 1.56 0.30 0.68 0.031 4.19 0.91 0.86 18.24 0.00 未舗装

合計 308.70 398.27 24.07 64.43 247.59

区間 発生土埋戻砕石基礎 中詰砕石掘削幅掘削深



(路線番号) 管径φ 200 管種： リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 補助

掘削深 木矢板 軽量鋼矢板Ⅱ型 軽量鋼矢板Ⅲ型

路線 区間距離 [建込み] [打込み] 2.0m以下 2.0<h≦3.5

番号 下流 上流 (m) 下流 上流 平均 L=1.50 L=1.80 L=2.10 L=1.50 L=2.00 L=2.50 L=3.00 L=3.50 L=2.00 L=2.50 L=3.00 L=3.50 L=4.00 L=4.50 １段 ２段

m m m m m m m m m m m m 枚 枚 枚 枚 枚 枚 m m

2250 M-134 M-134+7.3 7.30 1.45 1.45 1.45 7.30 7.30

M-134+7.3 M-135 16.70 1.45 1.90 1.68 16.70 16.70

M-135 M-136 24.00 1.90 1.30 1.60 24.00 24.00

M-136 M-137 23.00 1.30 1.81 1.56 23.00 23.00

M-137 M-138 41.00 1.30 1.33 1.32

M-138 M-139 33.00 1.33 1.31 1.32

2261 M-155 M-156 23.00 2.02 1.59 1.81 23.00 23.00

M-156 M-157 22.00 1.59 1.61 1.60 22.00 22.00

M-157 M-158 16.00 1.46 1.37 1.42

M-158 M-159 19.00 1.30 1.30 1.30

2258 M-161 M-161+26 26.00 1.30 1.31 1.31

2255 M-163 M-163+5.7 5.70 1.72 1.66 1.69 5.70 5.70

2252 M-165 M-166 24.00 1.31 1.90 1.61 24.00 24.00

M-166 M-167 28.00 1.90 2.16 2.03 28.00 28.00

合計 308.70 122.70 51.00 0.00 145.70 28.00

※根入は20cm程度

支　保　工区間



全体：赤色（上段）

φ200：黒色（中段）

φ150：黒色（下段）

地山土量 地山土量

機械掘削 398.0 運搬（現場→仮置き） 398.0 残土処分 → 本管残土
（ＢＨ0.2） 398.3 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4ｔ，L=0.5㎞ 398.3 123.2

398.3 398.3 123.2

機械積込 275.0
（仮置き→現場） 275.1

275.1

埋戻工(流用土) 248.0 ×0.9 運搬（仮置き→現場） 275.0
（ＢＨ0.2） 247.6 L=0.5㎞ 275.1

247.6 275.1

取付残土
2.1

0.0

2.1

残土処分
機械掘削 27.0 運搬（現場→仮置き） 27.0 機械積込 125.0
（ＢＨ0.2） 26.5 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4ｔ，L=0.5㎞ 26.5 （ＢＨ0.8） 125.3

0.0 123.2
26.5 26.5 2.1

機械積込 24.0 運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10ｔ 125.0
（仮置き→現場） 24.4 （仮置き→処分場） 125.3

0.0 123.2
24.4 2.1

埋戻工(流用土) 22.0 ×0.9 運搬（仮置き→現場） 24.0 処分費 125.0
（ＢＨ0.2） 22.0 L=0.5㎞ 24.4 125.3

0.0 123.2
22.0 24.4 2.1

埋戻工(購入砂) 6.0
（ＢＨ0.2） 6.1

6.1

0.0

2.0

【補助】本管土工配分表
（BH0.2）

取付管土工配分表



集　計　表
工　程　表 (補助）

軽量工程 軽量工程 軽量工程 素掘+取付

l=2.0m(1段) l=2.5m(1段) l=2.5m(2段)

開削水替

ポンプ口径50mm

ポンプ運転 作業時排水 8 2 2 7 19 日 19

ポンプ転用回数 5 1 1 5 12 現場 12

安全費 交通整理員 66 15 17 42 140 人 140

数  量工　　種 名　　称 合　計 単位



鋼材運搬算定表
（補助）

仮設リース材 備　考

往路（t） 復路（t）
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=2.0） 4.992 4.992 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=2.5） 4.784 4.784 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=3.0） 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=3.5） 損料計算書

軽量金属支保
軽量金属支保（1段支保) 0.527 0.527 損料算定

軽量金属支保
軽量金属支保（2段支保) 1.01 1.010 損料算定

計 11.313 11.313

合　計
往複路計
11.3 t



軽量鋼矢板損料計算書

L=2.0m 1段

補助延長＝ 122.70m 30.00m
単独延長＝ 転用回数＝ 5回
全体延長＝ 122.70m

１回当りの重量＝( 30.00m ÷0.25）× 2 × 2.0m ×10.4 kg/m ＝ 4992kg
＝ 4.992ｔ

全体矢板損料＝ 4.992ｔ × 23日 × 132円/ｔ ＝ 15,155 円
補助矢板損料＝ 15,155 ×( 122.70m ÷ 122.70m ）＝ 15,155 円
単独矢板損料＝ 15,155 － 15,155 ＝ 円

全体矢板修理損耗費＝ 4.992ｔ ×｛1/2×( 5回 ＋1)｝× 5750円/ｔ ＝ 86,112 円
補助修理損耗費＝ 86,112 ×( 122.70m ÷ 122.70m ）＝ 86,112 円
単独修理損耗費＝ 86,112 － 86,112 ＝ 円

全体矢板運搬重量＝ 4.992ｔ
補助運搬重量＝ 4.992ｔ ×( 122.70m ÷ 122.70m ）＝ 4.992 t
単独運搬重量＝ 4.992ｔ － 4.992 ＝ t

L=2.5m 1段

補助延長＝ 23.00m 23.00m
単独延長＝ 転用回数＝ 1回
全体延長＝ 23.00m

１回当りの重量＝( 23.00m ÷0.25）× 2 × 2.5m ×10.4 kg/m ＝ 4784kg
＝ 4.784ｔ

全体矢板損料＝ 4.784ｔ × 12日 × 132円/ｔ ＝ 7,577 円
補助矢板損料＝ 7,577 ×( 23.00m ÷ 23.00m ）＝ 7,577 円
単独矢板損料＝ 7,577 － 7,577 ＝ 円

全体矢板修理損耗費＝ 4.784ｔ ×｛1/2×( 1回 ＋1)｝× 5750円/ｔ ＝ 27,508 円
補助修理損耗費＝ 27,508 ×( 23.00m ÷ 23.00m ）＝ 27,508 円
単独修理損耗費＝ 27,508 － 27,508 ＝ 円

全体矢板運搬重量＝ 4.784ｔ
補助運搬重量＝ 4.784ｔ ×( 23.00m ÷ 23.00m ）＝ 4.784 t
単独運搬重量＝ 4.784ｔ － 4.784 ＝ t

L=2.5m 2段

補助延長＝ 28.00m 28.00m
単独延長＝ 転用回数＝ 1回
全体延長＝ 28.00m

１回当りの重量＝( 28.00m ÷0.25）× 2 × 2.5m ×10.4 kg/m ＝ 5824kg
＝ 5.824ｔ

全体矢板損料＝ 5.824ｔ × 12日 × 132円/ｔ ＝ 9,225 円
補助矢板損料＝ 9,225 ×( 28.00m ÷ 28.00m ）＝ 9,225 円
単独矢板損料＝ 9,225 － 9,225 ＝ 円

全体矢板修理損耗費＝ 5.824ｔ ×｛1/2×( 1回 ＋1)｝× 5750円/ｔ ＝ 33,488 円
補助修理損耗費＝ 33,488 ×( 28.00m ÷ 28.00m ）＝ 33,488 円
単独修理損耗費＝ 33,488 － 33,488 ＝ 円

全体矢板運搬重量＝ 5.824ｔ
補助運搬重量＝ 5.824ｔ ×( 28.00m ÷ 28.00m ）＝ 5.824 t
単独運搬重量＝ 5.824ｔ － 5.824 ＝ t

軽量鋼矢板長さ　

1回当り使用延長＝

軽量鋼矢板長さ　

1回当り使用延長＝

軽量鋼矢板長さ　

1回当り使用延長＝



軽量金属支保材損料算定　1段支保 補助

（参考）
腹起し 110×130 矢板長 2.0～2.5 ｍ
水圧サポート　70タイプ

1．アルミ製腹起し・水圧式サポートの全体賃料計算式は
全体賃料＝

2．水圧ポンプ1m当り賃料計算式は
全体賃料＝

2024 P.819 P.297
・アルミ製腹起し1日1本当り賃料及び基本料 建設物価 積算資料 平均価格

1日1本当り賃料（4m／本） 68円 68円 68円 68円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧式サポート1日1本当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 110円 110円 110円 110円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧ポンプ1日1台当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 154円 158円 150円 154円
基本料 500円 500円 500円 500円

※賃料単位は，適時確認する事。

2.0ｍ 2.5ｍ
1ﾌﾞﾛｯｸ延長 30.00ｍ 23.00ｍ
支保工本数 15本 12本 0本
供用日数 23日 12日

全体賃料 アルミ製腹起し＝ 68円×(15本×23日+12本×12日+0本×日) ＝ 33,252 円
水圧式サポート＝ 110円×(15本×23日+12本×12日+0本×日) ＝ 53,790 円
水圧ポンプ＝ 154円×(23日+12日+日) ＝ 5,390 円

基本料 アルミ製腹起し＝ 12本×1段×500円 ＝ 6,000円
水圧式サポート＝ 12本×1段×500円 ＝ 6,000円
水圧ポンプ＝ ＝ 500円

12,500円
全体延長＝ 145.70 ｍ
補助延長＝ 145.70 ｍ

補助賃料（腹起し）＝ 33,252円 ×（ 145.70 ÷ 145.70 ）＝ 33,252 円
単独賃料（腹起し）＝ 33,252円 － 33,252円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 53,790円 ×（ 145.70 ÷ 145.7 ）＝ 53,790 円
単独賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 53,790円 － 53,790円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 5,390円 ×（ 145.70 ÷ 145.7 ）＝ 5,390 円
単独賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 5,390円 － 5,390円 ＝ 0 円

補助基本料＝ 12,500円 ×（ 145.70 ÷ 145.7 ）＝ 12,500 円
単独基本料＝ 12,500円 － 12,500円 ＝ 0 円

運搬重量 腹起し材= 12本 × 38.6kg/本 ＝ 463 ｋｇ
ｻﾎﾟｰﾄ材= 12本 × 5.3kg/本 ＝ 64 ｋｇ

重量合計 527 ｋｇ
補助運搬＝ 527kg ×（ 145.70 ÷ 145.7 ）＝ 527kg
単独運搬＝ 527kg － 527kg ＝ 0kg

1日1本当り賃料×1ブロック当り支保本数×供用日数

1日1台当り賃料×供用日数

合　　　計

矢板長



軽量金属支保材損料算定　2段支保 補助

（参考）
腹起し 110×130 矢板長 2.5～3.0 ｍ
水圧サポート　70タイプ

1．アルミ製腹起し・水圧式サポートの全体賃料計算式は
全体賃料＝

2．水圧ポンプ1m当り賃料計算式は
全体賃料＝

・アルミ製腹起し1日1本当り賃料及び基本料 建設物価 積算資料 平均価格
1日1本当り賃料（4m／本） 68円 68円 68円 68円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧式サポート1日1本当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 110円 110円 110円 110円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧ポンプ1日1台当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 154円 158円 150円 154円
基本料 500円 500円 500円 500円

※賃料単位は，適時確認する事。

2.5ｍ 3.0ｍ
1ﾌﾞﾛｯｸ延長 28.00ｍ
支保工本数 28本 0本 0本
供用日数 12日

全体賃料 アルミ製腹起し＝ 68円×(28本×12日+0本×日+0本×日) ＝ 22,848 円
水圧式サポート＝ 110円×(28本×12日+0本×日+0本×日) ＝ 36,960 円
水圧ポンプ＝ 154円×(12日+日+日) ＝ 1,848 円

基本料 アルミ製腹起し＝ 23本×2段×500円 ＝ 23,000円
水圧式サポート＝ 23本×2段×500円 ＝ 23,000円
水圧ポンプ＝ ＝ 500円

46,500円
全体延長＝ 157.30 ｍ
補助延長＝ 157.30 ｍ

補助賃料（腹起し）＝ 22,848円 ×（ 157.30 ÷ 157.30 ）＝ 22,848 円
単独賃料（腹起し）＝ 22,848円 － 22,848円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 36,960円 ×（ 157.30 ÷ 157.30 ）＝ 36,960 円
単独賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 36,960円 － 36,960円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 1,848円 ×（ 157.30 ÷ 157.30 ）＝ 1,848 円
単独賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 1,848円 － 1,848円 ＝ 0 円

補助基本料＝ 46,500円 ×（ 157.30 ÷ 157.30 ）＝ 46,500 円
単独基本料＝ 46,500円 － 46,500円 ＝ 0 円

運搬重量 腹起し材= 23本 × 38.6kg/本 ＝ 888 ｋｇ
ｻﾎﾟｰﾄ材= 23本 × 5.3kg/本 ＝ 122 ｋｇ

重量合計 1010 ｋｇ
補助運搬＝ 1010kg ×（ 157.30 ÷ 157.3 ）＝ 1010kg
単独運搬＝ 1010kg － 1010kg ＝ 0kg

矢板長

合　　　計

1日1本当り賃料×1ブロック当り支保本数×供用日数

1日1台当り賃料×供用日数



工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 L=2.0m B=0.25m 1段

◎転用回数 5回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 5基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=30.0m ◎転用回数（水替路線） 5回
塩ビ人孔 2基
組立0号 3基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 4.992 t
組立1号

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 2 3 122.70 119.04 0.95 180.4 11.3 30.2 111.4

計 2 3 122.70 119.04 0.95 180.4 11.3 30.2 111.4

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 180.4 m3 36.1 m3 43 m3 0.84 日　　　= 1.4 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 122.70 m 24.54 m 39.3 m 0.62 日　　　= 1.1 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 11.3 m3 2.3 m3 33 m3 0.07 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 119.04 m 23.81 m 45.5 m 0.52 日　　　= 0.9 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 30.2 m3 6 m3 33 m3 0.18 日　　　= 0.3 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 2 基 0.4 基 25 基 0.02 日　　　= 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 3 基 0.6 基 5 基 0.12 日　　　= 0.2 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 基 基 4 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 111.4 m3 22.3 m3 33 m3 0.68 日　　　= 1.2 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 122.70 m 24.54 m 43.5 m 0.56 日　　　= 1.0 日
下歩掛P.37

【工程表】

(0.7日) (0.7日)

掘削 1.4 日 0日 1.4日

(0.6日) (0.5日)

矢板設置 1.1 日 0.7日 1.8日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 1.4日 1.5日

(0.5日) (0.4日)

管布設 0.9 日 1.8日 2.7日

(0.2日) (0.1日)

砕石埋戻 0.3 日 2.3日 2.6日

(0.1日) (0.1日)

人孔設置 0.2 日 2.7日 2.9日

(0.6日) (0.6日)

埋戻 1.2 日 2.8日 4.0日

(0.5日) (0.5日)

矢板撤去 1.0 日 3.4日 4.4日

補助延長＝ 122.70 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 4.4日 ×5回 = 22.0日 = 22日 22日

矢板賃料日数 {1.1日/2＋(3.4日－1.8日)＋1.0日/2}×5回＋5＋4 = 22.3日 = 23日 23日

水替 {(3.4日－0.7日)×5回}/1.70 = 7.9日 = 8日 8日

交通整理員 22日×3人 = 66.0人 = 66人 66人

L=122.70m

路線番号



工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 L=2.50m B=0.25m 1段

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 2基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=23.0m ◎転用回数（水替路線） 1回
塩ビ人孔 1基
組立0号 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 4.784 t
組立1号 1基

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 1 1 23.00 22.22 0.95 38.5 2.1 5.6 25.4

計 1 1 23.00 22.22 0.95 38.5 2.1 5.6 25.4

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 38.5 m3 38.5 m3 43 m3 0.90 日　　　= 1.5 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 23.00 m 23 m 33.9 m 0.68 日　　　= 1.2 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 2.1 m3 2.1 m3 33 m3 0.06 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 22.22 m 22.22 m 45.5 m 0.49 日　　　= 0.8 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 5.6 m3 5.6 m3 33 m3 0.17 日　　　= 0.3 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 1 基 1.0 基 25 基 0.04 日　　　= 0.1 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 基 基 5 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 1 基 1.0 基 4 基 0.25 日　　　= 0.4 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 25.4 m3 25.4 m3 33 m3 0.77 日　　　= 1.3 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 23.00 m 23 m 40 m 0.58 日　　　= 1.0 日
下歩掛P.37

【工程表】

(0.8日) (0.7日)

掘削 1.5 日 0日 1.5日

(0.6日) (0.6日)

矢板設置 1.2 日 0.8日 2.0日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 1.5日 1.6日

(0.4日) (0.4日)

管布設 0.8 日 2.0日 2.8日

(0.2日) (0.1日)

砕石埋戻 0.3 日 2.4日 2.7日

(0.3日) (0.2日)

人孔設置 0.5 日 2.8日 3.3日

(0.7日) (0.6日)

埋戻 1.3 日 3.1日 4.4日

(0.5日) (0.5日)

矢板撤去 1.0 日 3.8日 4.8日

補助延長＝ 23.00 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 4.8日 ×1回 = 4.8日 = 5日 5日

矢板賃料日数 {1.2日/2＋(3.8日－2.0日)＋1.0日/2}×1回＋5＋4 = 11.9日 = 12日 12日

水替 {(3.8日－0.8日)×1回}/1.70 = 1.8日 = 2日 2日

交通整理員 4.8日×3人 = 14.4人 = 15人 15人

路線番号

L=23.0m



工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 L=2.50m B=0.25m 2段

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=28.0m ◎転用回数（水替路線） 1回
塩ビ人孔
組立0号 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 5.824 t
組立1号

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 28.00 18.30 0.95 52.7 1.7 4.6 36.7

計 28.00 18.30 52.7 1.7 4.6 36.7

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 52.7 m3 52.7 m3 43 m3 1.23 日　　　= 2.1 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 28.00 m 28 m 33.9 m 0.83 日　　　= 1.4 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 1.7 m3 1.7 m3 33 m3 0.05 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 18.30 m 18.3 m 45.5 m 0.40 日　　　= 0.7 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 4.6 m3 4.6 m3 33 m3 0.14 日　　　= 0.2 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 基 基 25 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 基 基 5 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 基 基 4 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 36.7 m3 36.7 m3 33 m3 1.11 日　　　= 1.9 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 28.00 m 28 m 40 m 0.70 日　　　= 1.2 日
下歩掛P.37

【工程表】

(1.1日) (1.0日)

掘削 2.1 日 0日 2.1日

(0.7日) (0.7日)

矢板設置 1.4 日 1.1日 2.5日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 2.1日 2.2日

(0.4日) (0.3日)

管布設 0.7 日 2.5日 3.2日

(0.1日) (0.1日)

砕石埋戻 0.2 日 2.9日 3.1日

人孔設置 日 3.2日 3.2日

(1.0日) (0.9日)

埋戻 1.9 日 3.2日 5.1日

(0.6日) (0.6日)

矢板撤去 1.2 日 4.2日 5.4日

補助延長＝ 28.00 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 5.4日 ×1回 = 5.4日 = 6日 6日

矢板賃料日数 {1.4日/2＋(4.2日－2.5日)＋1.2日/2}×1回＋5＋4 = 12.0日 = 12日 12日

水替 {(4.2日－1.1日)×1回}/1.70 = 1.8日 = 2日 2日

交通整理員 5.4日×3人 = 16.2人 = 17人 17人

L=28.0m

路線番号



工程表（素堀）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 B=0.25m

◎転用回数 5回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 ◎転用回数（水替路線） 5回
塩ビ人孔
組立0号 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 t
組立1号

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 素掘り 129.30 129.30 0.95 126.0 12.3 32.8 74.1

取付 26.5 21.9

計 129.30 129.30 152.5 12.3 32.8 96.0

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 152.5 m3 30.5 m3 43 m3 0.71 日　　　= 1.2 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 m m #N/A m 日　　　= 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 12.3 m3 2.5 m3 33 m3 0.08 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 129.30 m 25.86 m 45.5 m 0.57 日　　　= 1.0 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 32.8 m3 6.6 m3 33 m3 0.20 日　　　= 0.3 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 基 基 25 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 基 基 5 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 基 基 4 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 96.0 m3 19.2 m3 33 m3 0.58 日　　　= 1.0 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 129.30 m 25.86 m #N/A m 日　　　= 日
下歩掛P.37

【工程表】

(0.6日) (0.6日)

掘削 1.2 日 0日 1.2日

矢板設置 日 0.6日 0.6日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 1.2日 1.3日

(0.5日) (0.5日)

管布設 1.0 日 1.3日 2.3日

(0.2日) (0.1日)

砕石埋戻 0.3 日 1.8日 2.1日

人孔設置 日 2.3日 2.3日

(0.5日) (0.5日)

埋戻 1.0 日 2.3日 3.3日

矢板撤去 日 2.8日 2.8日

補助延長＝ 129.30 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 2.8日 ×5回 = 14.0日 = 14日 14日

水替 {(2.8日－0.6日)×5回}/1.70 = 6.5日 = 7日 7日

交通整理員 14日×3人 = 42.0人 = 42人 42人

L=129.30m

路線番号



数量集計表 組立0号マンホール設置工 補助

名　称 種　別 規　格 単位 数量 備　　考

組立0号マンホール設置工 個所 3 平均人孔深＝1.50ｍ

マンホール鉄蓋 T-14 組 3

カラーマンホール蓋 箇所 1

調整金具 h=25mm 個 3

調整リング H=5cm 個 1

H=10cm 個 2

斜壁ブロック H=30cm 600×750 個 1

H=45cm 600×750 個 1

H=60cm 600×750 個 1

躯体ブロック（管取り付け壁）

H=90cm φ750 個 2

H=120cm φ750 個 1

底版ブロック 個 3

削孔工 φ200 個所 3

φ150 個所 2

底部工 箇所 3



補助

（路線番号）

マ マ 　流出管　 　流入管　 　副管　 　　ブロック　　 削孔 条件
ン ン 管 管 管 管 落 管 落 底 　斜壁　 床 版 　調整　 調 整 蓋 φ150
ホ ホ 種 種 種 斜 壁 　リング　 金 具 φ200
｜ ｜ ・ 底 ・ 底 ・ 受

ル ル 管 管 管 60 90 120 150 180 210 30 60 90 120 150 30 45 60 15 20 5 10 15 25 45
番 深 径 高 径 高 差 径 差 版 枠

号 T-14 T-25

(m) (㎜) (m) (㎜) (m) (m) (㎜) (m) 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 (個) (組） (箇所)

PRP PRP 1
M-137 1.710 200 7.388 200 7.900 0.512 1 1 1 1 1 1

150 1
PRP PRP 1

M-157 1.510 200 4.590 200 4.738 0.148 1 1 1 1 1 1
150 1

PRP PRP 1
M-158 1.270 200 4.770 200 4.836 0.066 1 1 1 1 1 1

2 φ150
3 φ200

合計 4.49 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 2 0 3 0 3

平均深 1.5 (m)

組立0  号  マ  ン  ホ  ー  ル  計  算  書

　躯体ブロック　 直壁



数量集計表 組立1号マンホール設置工 補助

名　称 種　別 規　格 単位 数量 備　　考

組立1号マンホール設置工 個所 8 平均人孔深＝3.38ｍ

マンホール鉄蓋 T-14 組 8

カラーマンホール蓋 箇所 4

調整金具 h=25mm 個 7

h=45mm 個 1

調整リング H=5cm 個 5

H=15cm 個 3

斜壁ブロック H=30cm 600×900 個 1

H=45cm 600×900 個 4

H=60cm 600×900 個 3

直壁ブロック H=120cm φ900 個 1

H=150cm φ900 個 2

H=180cm φ900 個 3

躯体ブロック（管取り付け壁） H=90cm φ900 個 1

H=150cm φ900 個 1

H=180cm φ900 個 6

底版ブロック 個 8

削孔工 φ200 個所 10

φ150　取付管 個所 3

φ100 個所 1

転落防止ハシゴ 個 6

内副管設置工 平均副管高＝2.47ｍ 箇所 4



補助

（路線番号）

マ マ 　流出管　 　流入管　 　副管　 　　ブロック　　 削孔

ン ン 管 管 管 管 落 管 落 底 　斜壁　 床 版 　調整　 調 整 蓋 φ150
ホ ホ 種 種 種 斜 壁 　リング　 金 具 φ200
｜ ｜ ・ 底 ・ 底 ・ 受 φ100

ル ル 管 管 管 60 90 120 150 180 210 240 30 60 90 120 150 180 30 45 60 15 20 5 10 15 25 45
番 深 径 高 径 高 差 径 差 版 枠

号 T-14 T-25

(m) (㎜) (m) (㎜) (m) (m) (㎜) (m) 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 (個) (組） (箇所)

PRP 200 2.790 0.020 2
M-132 4.010 200 2.770 200 3.110 0.340 1 1 1 1 1 1 1

PRP 200 3.190 0.020 2
M-133 4.050 200 3.170 200 3.396 0.226 1 1 1 1 1 1 1

PRP 200 6.194 2.738 150 2.74 2
M-134 4.080 200 3.456 200 3.476 0.020 1 1 1 1 1 1 1

PRP PP 1
M-139 1.210 200 11.271 75 11.505 0.234 1 1 1 1 1 1 1

PRP PRP 1
M-161 3.760 200 2.810 200 5.370 2.560 150 2.56 1 1 1 1 1 1 1

150 1
PRP PRP 1

M-163 3.600 200 3.210 200 5.195 1.985 150 1.99 1 1 1 1 1 1 1
150 1

PRP PRP 1
M-165 4.300 200 3.500 200 6.592 3.092 150 3.09 1 1 1 1 1 1 1

150 1
PRP PP

M-167 2.060 200 7.788 75 8.315 0.527 1 1 1 1 1 1

3 φ150
10 φ200

合計 27.07 8 0 1 0 1 6 0 0 0 0 1 2 3 1 4 3 0 0 5 0 3 7 1 8 1 φ100
平均深 3.38 (m)

組立1  号  マ  ン  ホ  ー  ル  計  算  書

　躯体ブロック　 直壁



数量集計表 舗装工 補助

名　称 種　別 規　格 単位 本管部 備　　考

舗装工

仮舗装

舗装切断 車道 ｍ 344.60

インターロッキング取外し 歩道 m
2

95.78

舗装取壊し 車道 AS m2 157.89

舗装仮復旧 車道 m
2

157.89

舗装仮復旧 歩道 m2 95.78



舗装数量 管径φ 200 管種： VU



内副管設置工  数量計算書 工区： 　補助

箇所＝ 5 平均副管高＝ 2.47 （ｍ）

単位 M-134 M-155 M-161 M-163 M-165 合計

高さ ｍ 2.74 1.98 2.56 1.99 3.09 12.36

控除長 ｍ 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

管長 ｍ 2.34 1.58 2.16 1.59 2.69 10.36

1号副管用90°支管 200-150 個 1 1 1 1 1 5

0号副管用90°支管 200-150 個 0

カラー継手 φ150 個 0

90°曲管 φ150 個 1 1 1 1 1 5

固定バンド φ150 個 2 2 2 2 2 10

※副管設置は流入側工区で計上する。

※固定バンド間隔は1ｍ

マンホールＮｏ

ＰＥ管



取付管数量総括表 材料・土工舗装・土留 補助

名　　称 内　　訳 単位

桝蓋

取付延長 (m) 16.00

取付管材 SRB　（0.8ｍ） (個) 48

90°SRV (個) 14

30°SR (個) 14

桝関連材料 公共桝 (個) 16

ＰＥ200 (m) 3.3

土工 掘削 m
3

26.53

中詰砂 m
3

6.05

埋戻 m
3

21.98

残土 m
3

2.13

仮舗装 舗装面積 ｍ2 21.8

舗装切断 ｍ 62.28 31.14 *2

舗装破砕 ｍ2 21.80



公共桝及び取付管材料（φ150mm）　タイプＡ 工区： 補助
桝位置 宅内から 取付延長 接続
左右 流入深さ 桝深さ 塩ビ蓋 防護蓋 L 支管 SRB 90°SRV 30°SR 公共桝 ＰＥ200 ＰＥ150 90°SR 備　考
上流から (m) (m) (個) (個) (m) 人孔直 0.8m (個) (個) (個) (m) (m) (個)

M-155 ～ M-156 右 0.80 0.80 1 2.1 支管 3 1 1 1 0.55

M-156 ～ M-157 右 1.50 1.50 1 2.0 人孔直 3 1 1.25

M-157 ～ M-158 右 1.30 1.30 1 2.0 人孔直 3 1 1.05

M-158 ～ M-159 右 0.69 0.70 1 2.0 支管 3 1 1 1 0.45

M-161 ～ M-162 右 0.61 0.70 1 1.4 支管 2 1 1 1 0.45

M-163 ～ M-164 左 0.58 0.70 1 2.0 支管 3 1 1 1 0.45

右 0.50 0.70 1 1.4 支管 2 1 1 1 0.45

M-165 ～ M-166 左 2.10 2.10 1 3.5 支管 4 1 1 1 1.85

左 0.90 0.90 1 3.5 支管 4 1 1 1 0.65

右 0.60 0.70 1 1.9 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.68 0.70 1 1.9 支管 2 1 1 1 0.45

M-166 ～ M-167 右 0.66 0.70 1 1.9 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.64 0.70 1 1.9 支管 2 1 1 1 0.45

左 1.70 1.70 1 3.5 支管 4 1 1 1 1.45

左 2.10 2.10 1 3.5 支管 4 1 1 1 1.85

M-137 ～ M-138 左 0.90 0.90 1 4.1 支管 5 1 1 1 0.65

合計 16 0 38.6 48 14 14 0 16 3.30 0.00 0

取付管材桝蓋 桝関連材料路線
マンホールNo



工区： 補助

桝位置 本管 取付 取付管 本管 本管部 本管平均 除数 取付管 掘削 砂中詰 残土 舗装 舗装 仮舗装

左右 現状 管径 延長 掘削幅 控除 掘削深 掘削深 体積 計算上の 高さ 埋戻 中詰分 延長 幅 面積 土留延長 山留 平均

土被り 箇所当 延長 ｈ 1.2m未満 0.157×Ｌ 掘削深 0.175×Ｌ Lo=L×ｒ 係数 掘削深 1.5 2.0 2.5 3.0

上流から H ｄ φｍ L W' W1=W'/2 H h' Ｈ-h' V' (m3) (m) (m) (m3) (m3) L Ｗ ｔ ｔ3 A=L2'*W Lo r h=(h+1.5)/2

M-155 ～ M-156 右 1.51 0.80 0.15 2.10 0.95 0.48 1.81 0.21 1.60 0.81 0.70 1.47 0.33 1.30 0.85 1.25 0.37 1.63 0.7 0.03 0.17 1.14 0.23 0.11 1.55

M-156 ～ M-157 右 1.30 1.50 0.15 2.00 0.95 0.48 1.60 0.21 1.39 0.73 0.70 1.4 0.31 1.30 0.85 1.19 0.35 1.53 0.7 0.03 0.17 1.07 -0.32 -0.16 1.45

M-157 ～ M-158 右 1.12 1.30 0.15 2.00 0.90 0.45 1.42 0.21 1.21 0.67 0.64 1.28 0.31 1.21 0.76 1.06 0.35 1.55 0.7 0.03 0.17 1.09 -1.14 -0.57 1.36

M-158 ～ M-159 右 1.00 0.70 0.15 2.00 0.90 0.45 1.30 0.21 1.09 0.63 0.64 1.28 0.31 1.09 0.64 0.9 0.35 1.55 0.7 0.03 0.17 1.09 -2.1 -1.05 1.30

M-161 ～ M-162 右 1.40 0.70 0.15 1.40 0.95 0.48 1.70 0.21 1.49 0.77 0.70 0.98 0.22 1.30 0.85 0.83 0.25 0.93 0.7 0.03 0.17 0.65 -0.01 -0.01 1.50

M-163 ～ M-164 左 1.33 0.70 0.15 2.00 0.95 0.48 1.63 0.21 1.42 0.74 0.70 1.4 0.31 1.30 0.85 1.19 0.35 1.53 0.7 0.03 0.17 1.07 -0.22 -0.11 1.46

右 1.33 0.70 0.15 1.40 0.95 0.48 1.63 0.21 1.42 0.74 0.70 0.98 0.22 1.30 0.85 0.83 0.25 0.93 0.7 0.03 0.17 0.65 -0.15 -0.11 1.46

M-165 ～ M-166 左 1.31 2.10 0.15 3.50 0.95 0.48 1.61 0.21 1.40 0.74 0.70 2.45 0.55 1.30 0.85 2.08 0.61 3.03 0.7 0.03 0.17 2.12 -0.49 -0.14 1.45

左 1.31 0.90 0.15 3.50 0.95 0.48 1.61 0.21 1.40 0.74 0.70 2.45 0.55 1.30 0.85 2.08 0.61 3.03 0.7 0.03 0.17 2.12 -0.49 -0.14 1.45

右 1.31 0.70 0.15 1.90 0.95 0.48 1.61 0.21 1.40 0.74 0.70 1.33 0.3 1.30 0.85 1.13 0.33 1.43 0.7 0.03 0.17 1 -0.27 -0.14 1.45

右 1.31 0.70 0.15 1.90 0.95 0.48 1.61 0.21 1.40 0.74 0.70 1.33 0.3 1.30 0.85 1.13 0.33 1.43 0.7 0.03 0.17 1 -0.27 -0.14 1.45

M-166 ～ M-167 右 1.69 0.70 0.15 1.90 0.95 0.48 1.99 0.21 1.78 0.87 0.70 1.33 0.3 1.30 0.85 1.13 0.33 1.43 0.7 0.03 0.17 1 0.49 0.26 1.64

右 1.69 0.70 0.15 1.90 0.95 0.48 1.99 0.21 1.78 0.87 0.70 1.33 0.3 1.30 0.85 1.13 0.33 1.43 0.7 0.03 0.17 1 0.49 0.26 1.64

左 1.69 1.70 0.15 3.50 0.95 0.48 1.99 0.21 1.78 0.87 0.70 2.45 0.55 1.30 0.85 2.08 0.61 3.03 0.7 0.03 0.17 2.12 0.91 0.26 1.64

左 1.69 2.10 0.15 3.50 0.95 0.48 1.99 0.21 1.78 0.87 0.70 2.45 0.55 1.30 0.85 2.08 0.61 3.03 0.7 0.03 0.17 2.12 0.91 0.26 1.64

M-137 ～ M-138 左 1.02 0.90 0.15 4.10 0.90 0.45 1.32 0.21 1.11 0.63 0.64 2.62 0.64 1.11 0.66 1.89 0.72 3.65 0.7 0.03 0.17 2.56 -3.9 -0.95 1.31

～

16.90 38.6 26.53 6.05 20.31 21.98 6.75 31.14 21.8 0 0 0 0

舗
装
厚

土工係数

α

路線

マンホールNo

埋戻土量 山留工

土留矢板

路
盤
厚

桝
深
さ

舗
装
区
分



数量総括表 小口径管推進工法　低耐荷力　　泥土圧オーガ一工程 工区：5工区　補助

名　称 種　別 規　格 単位 合計 備　　考

管路延長 VUφ200 ｍ 92.100

管渠延長 VUφ200 ｍ 87.600

推進延長 VUφ200 ｍ 82.85

管渠布設延長（立坑内） VUφ200 ｍ 4.75

管材

塩ビ推進管SUSR-VPφ200 ｍ 77

　　　　　〃 先頭管・標準管 本 82 先導管5本標準管77本

　　　　　〃 最終管　 本 5

推進工 ｍ 82.85 平均区間距離　16.57

滑材注入工 ｍ 82.85

掘削添加剤注入工 ｍ 82.85

推進設備工 箇所 2

推進設備据替工 箇所 3

先導機据付工 分割 箇所 5

ｺﾝﾍﾞｱ類撤去工 ｍ 82.85

鏡切工 ｍ 16 10箇所*1.6ｍ

坑口工 標準用 箇所 10

残土処分工 ｍ3 3.73



小口径管推進管渠計算表

5工区　補助 推進工法用硬質塩化ビニ－ル管 φ200 mm　　　　　　ｌ= 1.00m 塩ビφ200mm小口径管推進工（オ－ガ方式－工程式） 数量計算書

路線延長 人孔減長 管布設 ゴム輪 接着受口 スクリュー 注入工 Ｌ6＝Ｌ4

Ｌ1 管体延長 推進延長　Ｌ4＝Ｌ－Ｌ2 延長 受口 上流用 下流用 くら型 カラ－ コンベア 残土 滑材 注水工 掘削

路線 Ａ土質 Ｂ土質 Ｃ土質 (立坑内） 標準管 先頭管 最終管 片受直管 （ＭＲ） （ＭＲＡ） （ＭＲＫ） （ＷＴＢ） 撤去工 処分工 注入工 添加材

番号 立坑番号 Ｌ 立坑減長 Ｌ3＝ 0<Ｎ<10 10≦Ｎ＜20 Ｎ≦50以下 Ｌ5＝ （ＶＰ） （ＶＰ） （ＶＰ） （ＳＲＡ） （ＶＵ用） （ＶＵ用） （ＶＵ・ＶP （ＶＰ用） Ｖ＝ 注入工

Ｌ2 Ｌ－Ｌ1 砂質土 砂質土 礫混り土 Ｌ2－Ｌ1 L=1.00m L=1.00m L=1.00m （ＳＲＡ）Ｌ＝4.00） Ｌ＝0.50 Ｌ＝0.50 兼用） Ｖａ×Ｌ4

粘性土 粘性土 （調整管）

（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （本） （本） （本） （本） （本） （本） （本） （ｍ3） （ｍ） （ｍ3） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

0.90
2257 M-132～M-133 30.00 2.00 29.10 28.00 1.10 27 1 1 1 1 28.00 1.26 28.00 28.00

0.90
2254 M-133～M-134 30.00 2.00 29.10 28.00 1.10 27 1 1 1 1 28.00 1.26 28.00 28.00

0.90
2259 M-132～M-161 10.00 1.75 9.10 8.25 0.85 7 1 1 1 1 8.25 0.37 8.25 8.25

0.90
2256 M-133～M-163 10.10 1.75 9.20 8.35 0.85 7 1 1 1 1 8.35 0.38 8.35 8.35

0.90
2253 M-134～M-165 12.00 1.75 11.10 10.25 0.85 9 1 1 1 1 10.25 0.46 10.25 10.25

合計 92.10 87.60 82.85 4.75 77 5 5 5 5 3.73 82.85 82.85

塩ビ推進管SUSR-VP マンホール継手

ＳＵＳカラ－付直管（ＳＵＳＲ）



仮設備工

φ200mm 塩ビ管推進工法（オ－ガ方式－工程式）… 1.00 ｍ管 5工区補助

立坑番号

合計 単位

下流 上流① 上流② 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流

推進設備工 φ200mm 1 1 2 箇所

※推進設備工の50％

推進設備据替工 φ200mm 1 1 1 3 箇所

先導管据付工 φ200mm 1 1 1 1 1 5 箇所

先導管撤去工 φ200mm 1 1 1 1 1 5 箇所

先導管分割撤去工 φ200mm 箇所

ｽｸﾘｭ-ｺﾝﾍﾞｱ類

撤去工 φ200mm 28.00 8.25 8.35 28.00 10.25 83 m

坑口工

発進側・到達側 φ200mm 1 1 1 2 1 1 1 1 1 10 箇所

坑口工

既設ﾏﾝﾎ-ﾙ到達工 φ200mm 箇所

鏡切り工 φ200mm

（止水器設置） ﾗｲﾅ-ｔ＝2.7ｍｍ 箇所

鏡切り工 φ200mm

（止水器設置） 鋼矢板Ⅱ型 箇所

鏡切り工 φ200mm

（止水器設置） 鋼矢板Ⅲ型 箇所

鏡切り工 φ200mm

（止水器設置） ｹ-ｼﾝｸﾞｔ＝12mm 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 箇所

発進立坑基礎工

2400×4400 φ200mm 箇所

到達立坑基礎工

2400×2400 φ200mm 箇所

発進立坑 発進立坑

M-165

到達立坑

M-132

発進立坑

M-161

到達立坑

M-163

到達立坑

M-133 M-134



鋼管ケーシング立坑φ1500　数量総括表

舗装切
断工

舗装取
壊工

ガラ処分
工

舗装種別 調整
舗装の
為の掘
削

As As As 購入土 再生砂 Co 全長 重量 先端 中間 最終 砂質土 礫質土

No (m) (m
2
) (m

3
) (m

3
) (m

3
) (m

3
) (m

3
) (m

3
) (m

3
) (m) （ｔ） (m) (m) (m) （式） (m) (m) (m) (箇所) (箇所) (箇所) (m) (m

3
) (m

3
) (m) （ｔ） （式） （式）

Ｍ-161 0.00 0.00 0.00 未舗装 8.94 8.90 1.51 2.26 4.30 2.004 2.30 1.00 1.00 1 5.25 0.00 1.45 1 2 9.40 1.80 0.7 10.51 0.676 3.6 1

Ｍ-163 0.00 0.00 0.00 未舗装 8.66 8.70 1.54 2.12 4.10 1.911 2.10 1.00 1.00 1 4.86 0.23 1.41 1 2 9.40 1.80 0.7 10.35 0.657 3.4 1

Ｍ-165 5.97 2.84 0.14 舗装 9.81 9.90 1.27 2.76 4.80 2.237 2.80 1.00 1.00 1 4.57 1.17 1.41 1 2 9.40 1.80 0.7 10.35 0.657 3.8 1

合計 27.41 27.50 4.32 7.14 13.20 6.152 3 14.68 1.40 4.27 3 6 28.20 5.40 2.10 31.21 1.990 10.8 3

開閉回数
（工期参照）

現場内移
設機械設
置・撤去

工

ケ－シング溶
接工

底スラブ
築造工

レイタン
ス発生量

立坑

舗装工（付帯工に計上する）

ケ－シン
グ撤去

機械設置
撤去工

圧入掘削積込工 ケ－シング
切断工

スクラッ
プ

専用覆工
板設置工

鋼　管　ケ　ー　シ　ン　グ　立　坑

掘削工
残土処
分工

埋戻し工 ケ－シング 仮設ケ－
シング

土　工



数量計算書

算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

舗装付帯工

M-161 到達立坑 φ1.50 舗装付帯工

φ1.50 舗装

舗装面積 A1= π/4 × 1.500 2　= 1.77 m2

立坑面積 A1= π/4 × 1.500 2　= 1.77 m2

φ1.500

未舗装 付帯工にて計上

舗装切断工 A1= π × 1.500 2　= 4.71 m2 4.71 ｍ 0.00

未舗装 付帯工にて計上

舗装取壊工 m2 0.00

付帯工にて計上 舗装厚

ガラ処分工 1.77 × 0 ＝ 0 ｍ3 0.00

立坑土工 舗装構成未舗装 立坑土工

舗装の為の掘削 バックホウ

（As） 0.00 表層舗装壊し すき取り工 0.35ｍ3 h1= 0.00 － 0 = 0.00

（A1）

Ｖ= 1.77 × 0.00 = 0.00 ｍ3 0.00

土工

揺動圧入

立坑深 掘削工 掘削 h2= 5.050

4.050 圧入深 （Ａ2） （ｈ2）

5.250 Ｖ3= 1.77 × 5.050 ＝ 8.94 ｍ3 8.94

ｈ2＝ 5.050 掘削深

5.050

残土処分工 直接搬出 Ｖ4= 0.00 + 8.94 ＝ 8.94 ｍ3 8.9

1.00

底スラブ

0.2

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-161 到達立坑 埋戻控除量

φ1.50 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.620 ＝ 0.39

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.880 ＝ 0.76

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 1.15
φ0.82

V2= 1.77 × 1.500 - 1.15 = 1.51 ｍ3 1.51

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.00

h1斜壁 調整 （平均）

0.620 コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.000 ＝ 0.00 ｍ3 0.00

ｈ2直壁

立坑深 0.88

4.050 H4 購入土埋戻

1.50

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.420 ＝ 2.10

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.130 ＝ 0.12

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

h3躯体 2.420

2.550

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.24

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ1.50 2 ＝ 1.766 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.130 0.35ｍ3 V11= × ＋ 1.766 × 2.550

（Ｖ9）

- 2.24 ＝ 2.26 ｍ3 2.26

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

M-161 到達立坑

鋼管ケーシング立坑 鋼管ケーシング立坑

平面図 呼び径 W= 4.300 × 0.466 t/m ＝ 2.004 t 2.004

φ1.50 ケ－シング φ1.50 Ｌ= 4.050 - 0.05 ＋ 0.30 = 4.30 ｍ 4.300

先端ｹ-ｼﾝｸﾞ 呼び径

φ1.500 加工 φ1.50 式 1.0

仮設 呼び径 0.466ｔ/m×2.0ｍ＝0.932ｔ t 0.932

ケ－シング φ1.50 回 1.0

圧入掘削 礫質土 0.00 ｍ 0.00

積込工 砂質土 5.25 m ｍ 5.250

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 ケ－シング

撤去 ｍ 1.450

機械設置

撤去工 箇所 1
//// //// //////// 0.05 ケ－シング 箇所 2

仮設 ボルト接合 撤去スクラップ 1.450 溶接工 Ｌ= 4.7 × 2 ｍ 9.4

ケ－シング 切断 底スラブ

築造工 ｍ3 1.80

ボルト接合

掘削深

最終 5.050 ｹ-ｼﾝｸﾞ 立坑深

ケ－シング 全長 4.050

溶接接合 4.300 レイタンス

φ1.50 発生量 ｍ3 0.7

中間 圧入深 ケ－シング （ｹ-ｼﾝｸﾞ撤去長×４）

ケ－シング 5.250 切断工 Ｌ= φ1.50 × π ＋ 1.450 × 4 ｍ 10.51

溶接接合

先端

ケ－シング スクラップ 1.450 × 0.466 t/m = 0.676 ｔ 0.676

0.30 0.30
//////// ////////

φ1.500 底スラブ

専用覆工板 t

設置撤去工 箇所 1

ケ－シング

ケ－シング寸法 本数 圧入 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )

先端ケ－シング MAX2.40m 呼び径 1500 1800 2000 最終ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

溶接工１箇所当たり　(m) 4.7 5.7 6.3 中間ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

最終ケ－シング 0.1ｍピッチ 底ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ量　　　(m3) 1.8 2.5 3.1 先端ケ－シング N= 1 本(L= 2300 )

最小0.5ｍ 泥水発生量　　　　 (m3) 0.7 1.0 1.2 合計 N= 5

中間ケ－シング MAX2.40m ｹｰｼﾝｸﾞ重量　　　　　(t/m)　0.466 0.555 0.615

ケーシング重量　ケコム資料Ｐ-7  他令和5年白本P446 引抜 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )



数量計算書

算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

舗装付帯工

M-163 到達立坑 φ1.50 舗装付帯工

φ1.50 舗装

舗装面積 A1= π/4 × 1.500 2　= 1.77 m2

立坑面積 A1= π/4 × 1.500 2　= 1.77 m2

φ1.500

未舗装 付帯工にて計上

舗装切断工 A1= π × 1.500 2　= 4.71 m2 4.71 ｍ 0.00

未舗装 付帯工にて計上

舗装取壊工 m2 0.00

付帯工にて計上 舗装厚

ガラ処分工 1.77 × 0 ＝ 0 ｍ3 0.00

立坑土工 舗装構成未舗装 立坑土工

舗装の為の掘削 バックホウ

（As） 0.00 表層舗装壊し すき取り工 0.35ｍ3 h1= 0.00 － 0 = 0.00

（A1）

Ｖ= 1.77 × 0.00 = 0.00 ｍ3 0.00

土工

揺動圧入

立坑深 掘削工 掘削 h2= 4.890

3.890 圧入深 （Ａ2） （ｈ2）

5.090 Ｖ3= 1.77 × 4.890 ＝ 8.66 ｍ3 8.66

ｈ2＝ 4.890 掘削深

4.890

残土処分工 直接搬出 Ｖ4= 0.00 + 8.66 ＝ 8.66 ｍ3 8.7

1.00

底スラブ

0.2

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-163 到達立坑 埋戻控除量

φ1.50 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.760 ＝ 0.48

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.740 ＝ 0.64

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 1.12
φ0.82

V2= 1.77 × 1.500 - 1.12 = 1.54 ｍ3 1.54

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.00

h1斜壁

0.760

調整 （平均）

コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.000 ＝ 0.00 ｍ3 0.00

ｈ2直壁

立坑深 0.74

3.890 H4 購入土埋戻

1.50

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.260 ＝ 1.96

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.130 ＝ 0.12

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

h3躯体 2.260

2.390

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.10

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ1.50 2 ＝ 1.766 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.130 0.35ｍ3 V11= × ＋ 1.766 × 2.390

（Ｖ9）

- 2.10 ＝ 2.12 ｍ3 2.12

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

M-163 到達立坑

鋼管ケーシング立坑 鋼管ケーシング立坑

平面図 呼び径 W= 4.100 × 0.466 t/m ＝ 1.911 t 1.911

φ1.50 ケ－シング φ1.50 Ｌ= 3.890 - 0.09 ＋ 0.30 = 4.10 ｍ 4.100

先端ｹ-ｼﾝｸﾞ 呼び径

φ1.500 加工 φ1.50 式 1.0

仮設 呼び径 0.466ｔ/m×2.0ｍ＝0.932ｔ t 0.932

ケ－シング φ1.50 回 1.0

圧入掘削 礫質土 0.23 ｍ 0.23

積込工 砂質土 4.86 m ｍ 4.86

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 ケ－シング

撤去 ｍ 1.410

機械設置

撤去工 箇所 1
//// //// //////// 0.09 ケ－シング 箇所 2

仮設 ボルト接合 撤去スクラップ 1.410 溶接工 Ｌ= 4.7 × 2 ｍ 9.4

ケ－シング 切断 底スラブ

築造工 ｍ3 1.80

ボルト接合

掘削深

最終 4.890 ｹ-ｼﾝｸﾞ 立坑深

ケ－シング 全長 3.890

溶接接合 4.100 レイタンス

φ1.50 発生量 ｍ3 0.7

中間 圧入深 ケ－シング （ｹ-ｼﾝｸﾞ撤去長×４）

ケ－シング 5.090 切断工 Ｌ= φ1.50 × π ＋ 1.410 × 4 ｍ 10.35

溶接接合

先端

ケ－シング スクラップ 1.410 × 0.466 t/m = 0.657 ｔ 0.657

0.30 0.30
//////// ////////

φ1.500 底スラブ

専用覆工板 t

設置撤去工 箇所 1

ケ－シング

ケ－シング寸法 本数 圧入 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )

先端ケ－シング MAX2.40m 呼び径 1500 1800 2000 最終ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

溶接工１箇所当たり　(m) 4.7 5.7 6.3 中間ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

最終ケ－シング 0.1ｍピッチ 底ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ量　　　(m3) 1.8 2.5 3.1 先端ケ－シング N= 1 本(L= 2100 )

最小0.5ｍ 泥水発生量　　　　 (m3) 0.7 1.0 1.2 合計 N= 5

中間ケ－シング MAX2.40m ｹｰｼﾝｸﾞ重量　　　　　(t/m)　0.466 0.555 0.615

ケーシング重量　ケコム資料Ｐ-7  他令和5年白本P446 引抜 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )



数量計算書

算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

舗装付帯工

M-165 到達立坑 φ1.90 舗装付帯工

φ1.50 舗装

舗装面積 A1= π/4 × 1.900 2　= 2.84 m2

立坑面積 A1= π/4 × 1.500 2　= 1.77 m2

φ1.500

アスファルト 付帯工にて計上

舗装切断工 ｔ＝5ｃｍ A1= π × 1.900 2　= 5.97 m2 5.97 ｍ 5.97

アスファルト 付帯工にて計上

舗装取壊工 ｔ＝5ｃｍ m2 2.84

アスファルト 付帯工にて計上 舗装厚

ガラ処分工 2.84 × 0.05 ＝ 0.142 ｍ3 0.14

立坑土工 舗装構成As5-10-10 立坑土工

舗装の為の掘削 バックホウ

（As） 0.05 表層舗装壊し すき取り工 0.35ｍ3 h1= 0.05 － 0.03 = 0.02

（A1）

Ｖ= 2.84 × 0.02 = 0.06 ｍ3 0.06

土工

揺動圧入

立坑深 掘削工 掘削 h2= 5.540

4.590 圧入深 （Ａ2） （ｈ2）

5.740 Ｖ3= 1.77 × 5.540 ＝ 9.81 ｍ3 9.81

ｈ2＝ 5.540 掘削深

5.540

残土処分工 直接搬出 Ｖ4= 0.06 + 9.81 ＝ 9.87 ｍ3 9.9

1.00

底スラブ

0.2

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-165 到達立坑 埋戻控除量

φ1.50 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.610 ＝ 0.39

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.640 ＝ 0.55

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 0.94
φ0.82

V2= 1.77 × 1.250 - 0.94 = 1.27 ｍ3 1.27

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.25

h1斜壁

0.610

調整 （平均）

コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.000 ＝ 0.00 ｍ3 0.00

ｈ2直壁

立坑深 0.64

4.590 H4 購入土埋戻

1.25

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.960 ＝ 2.56

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.130 ＝ 0.12

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.225 ＝ 0.01

h3躯体 2.960

3.090

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.70

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ1.50 2 ＝ 1.766 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.130 0.35ｍ3 V11= × ＋ 1.766 × 3.090

（Ｖ9）

- 2.70 ＝ 2.76 ｍ3 2.76

φ1.500



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

M-165 到達立坑

鋼管ケーシング立坑 鋼管ケーシング立坑

平面図 呼び径 W= 4.800 × 0.466 t/m ＝ 2.237 t 2.237

φ1.50 ケ－シング φ1.50 Ｌ= 4.590 - 0.09 ＋ 0.30 = 4.80 ｍ 4.800

先端ｹ-ｼﾝｸﾞ 呼び径

φ1.500 加工 φ1.50 式 1.0

仮設 呼び径 0.466ｔ/m×2.0ｍ＝0.932ｔ t 0.932

ケ－シング φ1.50 回 1.0

圧入掘削 礫質土 1.17 ｍ 1.17

積込工 砂質土 4.57 m ｍ 4.57

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 ケ－シング

撤去 ｍ 1.410

機械設置

撤去工 箇所 1
//// //// //////// 0.09 ケ－シング 箇所 2

仮設 ボルト接合 撤去スクラップ 1.410 溶接工 Ｌ= 4.7 × 2 ｍ 9.4

ケ－シング 切断 底スラブ

築造工 ｍ3 1.80

ボルト接合

掘削深

最終 5.540 ｹ-ｼﾝｸﾞ 立坑深

ケ－シング 全長 4.590

溶接接合 4.800 レイタンス

φ1.50 発生量 ｍ3 0.7

中間 圧入深 ケ－シング （ｹ-ｼﾝｸﾞ撤去長×４）

ケ－シング 5.740 切断工 Ｌ= φ1.50 × π ＋ 1.410 × 4 ｍ 10.35

溶接接合

先端

ケ－シング スクラップ 1.410 × 0.466 t/m = 0.657 ｔ 0.657

0.30 0.30
//////// ////////

φ1.500 底スラブ

専用覆工板 t

設置撤去工 箇所 1

ケ－シング

ケ－シング寸法 本数 圧入 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )

先端ケ－シング MAX2.40m 呼び径 1500 1800 2000 最終ケ－シング N= 1 本(L= 1500 )

溶接工１箇所当たり　(m) 4.7 5.7 6.3 中間ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

最終ケ－シング 0.1ｍピッチ 底ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ量　　　(m3) 1.8 2.5 3.1 先端ケ－シング N= 1 本(L= 2300 )

最小0.5ｍ 泥水発生量　　　　 (m3) 0.7 1.0 1.2 合計 N= 5

中間ケ－シング MAX2.40m ｹｰｼﾝｸﾞ重量　　　　　(t/m)　0.466 0.555 0.615

ケーシング重量　ケコム資料Ｐ-7  他令和5年白本P446 引抜 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )



鋼管ケーシング立坑φ2000　数量総括表

舗装切
断工

舗装取壊
工

ガラ処
分工

舗装種別 調整
舗装の
為の掘
削

CO CO CO 購入土 再生砂 Co 全長 重量 先端 中間 最終 砂質土 礫質土

No (m) (m2) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m) （ｔ） (m) (m) (m) （式） (m) (m) (m) (箇所) (箇所) (箇所) (m) (m3) (m3) (m) （ｔ） 回 （式）

M-132 3.03 6.66 0.15

Ｍ-133 6.91 3.80 0.23 IR8-2-6-7 17.02 17.00 2.98 6.75 0.15 0.00 4.70 2.891 2.20 1.00 1.50 1 5.060 0.56 1.400 2 2 12.60 3.10 1.2 11.88 0.861 20.2 1

Ｍ-134 6.91 3.80 0.23 IR8-2-6-7 17.11 17.10 2.99 6.82 0.15 0.00 4.80 2.952 2.30 1.00 1.50 1 4.770 0.88 1.470 2 2 12.60 3.10 1.2 12.16 0.904 22.4 1

合計 7.60 34.13 34.10 9.00 20.23 0.45 9.50 5.843 2 9.830 1.440 2.870 4 4 6.20 2.4 24.04 1.765 42.6

現場内移
設機械設
置・撤去

工

ケ－シング
溶接工

底スラブ
築造工

レイタン
ス発生量

立坑

舗装工（付帯工に計上する）

ケ－シング
撤去

機械設置
撤去工

圧入掘削積込工

土　工

開閉回数
（工期参照）

ケ－シング
切断工

スク
ラップ

専用覆工
板設置工

鋼　管　ケ　ー　シ　ン　グ　立　坑

掘削工
残土処
分工

埋戻工 ケ－シング 仮設ケ
－シン

グ



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-132 発進立坑 埋戻控除量

φ2.00 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.640 ＝ 0.41

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.630 ＝ 0.55

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 0.96
φ0.82

V2= 3.14 × 1.270 - 0.96 = 3.03 ｍ3 3.03

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.23

h1斜壁 調整 （平均）

0.640 コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.160 ＝ 0.15 ｍ3 0.15

ｈ2直壁

立坑深 0.63

4.460 H4 購入土埋戻

1.27

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.670 ＝ 2.31

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.290 ＝ 0.28

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

h3躯体 2.670

2.960

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.63

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ2.00 2 ＝ 3.14 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.290 0.35ｍ3 V11= × ＋ 3.14 × 2.960

（Ｖ9）

- 2.63 ＝ 6.66 ｍ3 6.66

φ2.000



数量計算書

算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

舗装付帯工

M-133 発進立坑 φ2.20 舗装付帯工

φ2.00 舗装

舗装面積 A1= π/4 × 2.200 2　= 3.80 m2

立坑面積 A1= π/4 × 2.000 2　= 3.14 m2

φ2.000

インターロッキング

舗装切断工 IR8-2-6-7 A1= π × 2.200 2　= 6.91 ｍ 6.91

インターロッキング

舗装取壊工 IR8-2-6-7 A1= π/4 × 2.200 2　= 3.80 m2 m2 3.80

舗装厚

ガラ処分工 3.80 × 0.06 ＝ 0.228 ｍ3 0.23

立坑土工 舗装構成IR8-2-6-7 立坑土工

舗装の為の掘削 バックホウ

（As） 0.08 表層舗装壊し すき取り工 0.35ｍ3 h1= 0.00 － 0 = 0.00

（A1）

Ｖ= 3.80 × 0.00 = 0.00 ｍ3 0.00

土工

揺動圧入

立坑深 掘削工 掘削 h2= 5.420

4.500 圧入深 （Ａ2） （ｈ2）

5.620 Ｖ3= 3.14 × 5.420 ＝ 17.02 ｍ3 17.02

ｈ2＝ 5.420 掘削深

5.420

残土処分工 直接搬出 Ｖ4= 0.00 + 17.02 ＝ 17.02 ｍ3 17.0

1.00

底スラブ

0.2

φ2.000



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-133 発進立坑 埋戻控除量

φ2.00 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.380 ＝ 0.24

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.890 ＝ 0.77

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 1.01
φ0.82

V2= 3.14 × 1.270 - 1.01 = 2.98 ｍ3 2.98

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.23

h1斜壁 調整 （平均）

0.380 コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.160 ＝ 0.15 ｍ3 0.15

ｈ2直壁

立坑深 0.89

4.500 H4 購入土埋戻

1.27

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.710 ＝ 2.35

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.290 ＝ 0.28

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

h3躯体 2.710

3.000

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.67

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ2.00 2 ＝ 3.14 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.290 0.35ｍ3 V11= × ＋ 3.14 × 3.000

（Ｖ9）

- 2.67 ＝ 6.75 ｍ3 6.75

φ2.000



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

M-133 発進立坑

鋼管ケーシング立坑 鋼管ケーシング立坑

平面図 呼び径 W= 4.700 × 0.615 t/m ＝ 2.891 t 2.891

φ2.00 ケ－シング φ2.00 Ｌ= 4.500 - 0.1 ＋ 0.30 = 4.70 ｍ 4.700

先端ｹ-ｼﾝｸﾞ 呼び径

φ2.000 加工 φ2.00 式 1.0

仮設 呼び径 0.615ｔ/m×2.0ｍ＝1.230ｔ t 1.23

ケ－シング φ2.00 回 1.0

圧入掘削 礫質土 0.56 ｍ 0.56

積込工 砂質土 5.06 m ｍ 5.06

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 ケ－シング

撤去 ｍ 1.400

機械設置

撤去工 箇所 2
//// //// //////// 0.1 ケ－シング 箇所 2

仮設 ボルト接合 撤去スクラップ 1.400 溶接工 Ｌ= 6.3 × 2 ｍ 12.6

ケ－シング 切断 底スラブ

築造工 ｍ3 3.10

ボルト接合

掘削深

最終 5.420 ｹ-ｼﾝｸﾞ 立坑深

ケ－シング 全長 4.500

溶接接合 4.700 レイタンス

φ2.00 発生量 ｍ3 1.2

中間 圧入深 ケ－シング （ｹ-ｼﾝｸﾞ撤去長×４）

ケ－シング 5.620 切断工 Ｌ= φ2.00 × π ＋ 1.400 × 4 ｍ 11.88

溶接接合

先端

ケ－シング スクラップ 1.400 × 0.615 t/m = 0.861 ｔ 0.861

0.30 0.30
//////// ////////

φ2.000 底スラブ

専用覆工板 t

設置撤去工 箇所 1

ケ－シング

ケ－シング寸法 本数 圧入 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )

先端ケ－シング MAX2.40m 呼び径 1500 1800 2000 最終ケ－シング N= 1 本(L= 1500 )

溶接工１箇所当たり　(m) 4.7 5.7 6.3 中間ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

最終ケ－シング 0.1ｍピッチ 底ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ量　　　(m3) 1.8 2.5 3.1 先端ケ－シング N= 1 本(L= 2200 )

最小0.5ｍ 泥水発生量　　　　 (m3) 0.7 1.0 1.2 合計 N= 5

中間ケ－シング MAX2.40m ｹｰｼﾝｸﾞ重量　　　　　(t/m)　0.466 0.555 0.615

ケーシング重量　ケコム資料Ｐ-7  他令和5年白本P446 引抜 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )



数量計算書

算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

舗装付帯工

M-134 発進立坑 φ2.20 舗装付帯工

φ2.00 舗装

舗装面積 A1= π/4 × 2.200 2　= 3.80 m2

立坑面積 A1= π/4 × 2.000 2　= 3.14 m2

φ2.000

インターロッキング

舗装切断工 IR8-2-6-7 A1= π × 2.200 2　= 6.91 m2 ｍ 6.91

インターロッキング

舗装取壊工 IR8-2-6-7 A1= π/4 × 2.20 2　= 3.8 m2 m2 3.80

舗装厚

ガラ処分工 3.80 × 0.06 ＝ 0.228 ｍ3 0.23

立坑土工 舗装構成IR8-2-6-7 立坑土工

舗装の為の掘削 バックホウ

（As） 0.08 表層舗装壊し すき取り工 0.35ｍ3 h1= 0.00 － 0 = 0.00

（A1）

Ｖ= 3.80 × 0.00 = 0.00 ｍ3 0.00

土工

揺動圧入

立坑深 掘削工 掘削 h2= 5.450

4.530 圧入深 （Ａ2） （ｈ2）

5.650 Ｖ3= 3.14 × 5.450 ＝ 17.11 ｍ3 17.11

ｈ2＝ 5.450 掘削深

5.450

残土処分工 直接搬出 Ｖ4= 0.00 + 17.11 ＝ 17.11 ｍ3 17.1

1.00

底スラブ

0.2

φ2.000



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

立坑土工 立坑土工

M-134 発進立坑 埋戻控除量

φ2.00 埋戻（上） 人孔蓋 V1= π/4 × 0.82 2　× 0.000 ＝ 0.00

埋戻断面 購入土埋戻 （平均）

人孔斜壁 V2= π/4 × 0.90 2　× 0.410 ＝ 0.26

VPφ200 VPφ200

0.216 0.216 人孔直壁 V3= π/4 × 1.05 2　× 0.860 ＝ 0.74

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× ＝ 0.00

控除計 ΣＶ ＝ 1.00
φ0.82

V2= 3.14 × 1.270 - 1.00 = 2.99 ｍ3 2.99

蓋・斜壁 H3 舗装復旧厚

0.23

h1斜壁 調整 （平均）

0.410 コンクリート （底版部） V1= π/4 × φ1.10 2　× 0.160 ＝ 0.15 ｍ3 0.15

ｈ2直壁

立坑深 0.86

4.530 H4 購入土埋戻

1.27

再生砂 （平均）

埋戻し 躯体斜壁 V1= π/4 × φ1.05 2　× 2.740 ＝ 2.37

（平均）

底版・調整CO V2= π/4 × φ1.10 2　× 0.290 ＝ 0.28

φ1.05 汚水本管

VP200 V3= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

汚水本管

VP200 V4= π/4 × 0.216 2　× 0.475 ＝ 0.02

h3躯体 2.740

3.030

再生砂 控除計 ΣＶ ＝ 2.69

ＶPφ200 埋戻しH2

ＶPφ200 埋戻面積 Ａ3= π/4 × φ2.00 2 ＝ 3.14 m2

バックホウ （Ａ2） （Ａ3）

h4 底版+調整Co0.290 0.35ｍ3 V11= × ＋ 3.14 × 3.030

（Ｖ9）

- 2.69 ＝ 6.82 ｍ3 6.82

φ2.000



算式根拠となる構造図 対象図番号 名称 規格 算式 単位 数量

M-134 発進立坑

鋼管ケーシング立坑 鋼管ケーシング立坑

平面図 呼び径 W= 4.800 × 0.615 t/m ＝ 2.952 t 2.952

φ2.00 ケ－シング φ2.00 Ｌ= 4.530 - 0.03 ＋ 0.30 = 4.80 ｍ 4.800

先端ｹ-ｼﾝｸﾞ 呼び径

φ2.000 加工 φ2.00 式 1.0

仮設 呼び径 0.615ｔ/m×2.0ｍ＝1.230ｔ t 1.23

ケ－シング φ2.00 回 1.0

圧入掘削 礫質土 0.88 ｍ 0.88

積込工 砂質土 4.77 m ｍ 4.77

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 ケ－シング

撤去 ｍ 1.470

機械設置

撤去工 箇所 2
//// //// //////// 0.03 ケ－シング 箇所 2

仮設 ボルト接合 撤去スクラップ 1.470 溶接工 Ｌ= 6.3 × 2 ｍ 12.6

ケ－シング 切断 底スラブ

築造工 ｍ3 3.10

ボルト接合

掘削深

最終 5.450 ｹ-ｼﾝｸﾞ 立坑深

ケ－シング 全長 4.530

溶接接合 4.800 レイタンス

φ2.00 発生量 ｍ3 1.2

中間 圧入深 ケ－シング （ｹ-ｼﾝｸﾞ撤去長×４）

ケ－シング 5.650 切断工 Ｌ= φ2.00 × π ＋ 1.470 × 4 ｍ 12.16

溶接接合

先端

ケ－シング スクラップ 1.470 × 0.615 t/m = 0.904 ｔ 0.904

0.30 0.30
//////// ////////

φ2.000 底スラブ

専用覆工板 t

設置撤去工 箇所 1

ケ－シング

ケ－シング寸法 本数 圧入 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )

先端ケ－シング MAX2.40m 呼び径 1500 1800 2000 最終ケ－シング N= 1 本(L= 1500 )

溶接工１箇所当たり　(m) 4.7 5.7 6.3 中間ケ－シング N= 1 本(L= 1000 )

最終ケ－シング 0.1ｍピッチ 底ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ量　　　(m3) 1.8 2.5 3.1 先端ケ－シング N= 1 本(L= 2300 )

最小0.5ｍ 泥水発生量　　　　 (m3) 0.7 1.0 1.2 合計 N= 5

中間ケ－シング MAX2.40m ｹｰｼﾝｸﾞ重量　　　　　(t/m)　0.466 0.555 0.615

ケーシング重量　ケコム資料Ｐ-7  他令和5年白本P446 引抜 仮設ケ－シング N= 2 本(L= 1000 )



5工区補助 二重ストレ－ナ（複相方式）薬液注入工集計表　(溶液型） ２ｾｯﾄ

項 目 注入本数 薬液 削孔 １日当り １本当り 土被 1日1台

砂礫土 砂質土 粘性土 合計 注入量 施工時間 施工本数 注入量 砂礫土 砂質土 粘性土 合計 注入量 摘   要

立坑番号 細 別 (m3) 本 kl 分 本 l ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ﾘｯﾄﾙ/日

M-132発進立坑 上流坑口部 1.69 1.69 2 0.684 21.7 12.40 342 2.92 0.200 4.020 4.220 4.241

横　坑口部 3.38 3.38 4 1.369 23.3 11.96 342 3.24 0.200 4.340 4.540 4.090

M-133発進立坑 上流坑口部 3.38 3.38 4 1.369 23.8 11.94 342 3.07 0.640 3.734 4.374 4.083

下流坑口部 1.69 1.69 2 0.684 24.9 11.66 342 3.30 0.640 3.960 4.600 3.988

横　坑口部 1.69 1.69 2 0.684 24.8 11.68 342 3.28 0.640 3.940 4.580 3.995

M-134発進立坑 下流坑口部 3.38 3.38 4 1.369 26.1 11.44 342 3.33 0.960 3.674 4.634 3.912

上流坑口部 3.38 3.38 4 1.369 26.0 11.47 342 3.31 0.960 3.654 4.614 3.923

M-161到達立坑 下流坑口部 1.69 1.69 2 0.684 21.6 12.38 342 3.01 4.310 4.310 4.234

M-163到達立坑 下流坑口部 1.69 1.69 2 0.684 21.4 12.48 342 2.85 0.230 3.920 4.150 4.268

M-165到達立坑 下流坑口部 3.38 3.38 4 1.369 28.0 11.06 342 3.55 1.220 3.630 4.850 3.783

合計・平均値 30 10.27 242 11.8

   １本当たりボ－リング長対象土量



M-132　発進立坑　上流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽6.78 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 1.00 1.30

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.20 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 2.920 0～30 40.50 1.300 1.690 0.684

▽3.860 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 4.02 4.220

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.560

4.0 合計 1.300 1.690 0.684

5.0 薬液注入本数 ＝ 2 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 21.7

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.200 1.6

砂質土 5 4.020 20.1

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.220 21.7

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 5.8

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 2.920 (m)

引き抜き時間 5.8 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 21.7

Ｔ3 21.4

Ｔ4 5.8

Ｔｓ 62.9

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 12.40 = 4.241 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 63 ×２

  ＝ 12.40 （本／日）



M-132　発進立坑　下流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽6.78 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 2.00 2.60

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.20 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.240 0～30 40.50 1.300 3.380 1.369

▽3.540 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 4.34 4.540

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.240

4.0 合計 1.300 3.380 1.369

5.0 薬液注入本数 ＝ 4 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 23.3

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.200 1.6

砂質土 5 4.340 21.7

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.540 23.3

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.5

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.240 (m)

引き抜き時間 6.5 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 23.3

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.5

Ｔｓ 65.2

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.96 = 4.09 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 65 ×２

  ＝ 11.96 （本／日）



M-133　発進立坑　上流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.22 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 2.00 2.60

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.64 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.074 0～30 40.50 1.300 3.380 1.369

▽4.146 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.734 4.374

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.846

4.0 合計 1.300 3.380 1.369

5.0 薬液注入本数 ＝ 4 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 23.8

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.640 5.1

砂質土 5 3.734 18.7

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.374 23.8

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.1

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.074 (m)

引き抜き時間 6.1 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 23.8

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.1

Ｔｓ 65.3

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.94 = 4.083 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 65 ×２

  ＝ 11.94 （本／日）



M-133　到達立坑　下流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.22 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 1.00 1.30

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.64 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.300 0～30 40.50 1.300 1.690 0.684

▽3.920 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.96 4.600

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.620

4.0 合計 1.300 1.690 0.684

5.0 薬液注入本数 ＝ 2 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 24.9

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.640 5.1

砂質土 5 3.960 19.8

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.600 24.9

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.6

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.300 (m)

引き抜き時間 6.6 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 24.9

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.6

Ｔｓ 66.9

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.66 = 3.988 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 67 ×２

  ＝ 11.66 （本／日）



M-133　到達立坑　横　坑口部

施工条件 （Ｂｏｒ Ｎｏ．1 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.22 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 1.00 1.30

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.64 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.280 0～30 40.50 1.300 1.690 0.684

▽3.940 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.94 4.580

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.640

4.0 合計 1.300 1.690 0.684

5.0 薬液注入本数 ＝ 2 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 24.8

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.640 5.1

砂質土 5 3.940 19.7

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.580 24.8

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.6

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.280 (m)

引き抜き時間 6.6 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 24.8

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.6

Ｔｓ 66.8

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.68 = 3.995 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 67 ×２

  ＝ 11.68 （本／日）



M-134　発進立坑　下流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.54 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 2.00 2.60

1.0 レキ質土 0.96 0～4 28.00

粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.334 0～30 40.50 1.300 3.380 1.369

▽4.206 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.674 4.634

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.906

4.0 合計 1.300 3.380 1.369

5.0 薬液注入本数 ＝ 4 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 26.1

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.960 7.7

砂質土 5 3.674 18.4

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.634 26.1

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.7

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.334 (m)

引き抜き時間 6.7 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 26.1

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.7

Ｔｓ 68.2

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.44 = 3.912 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 68 ×２

  ＝ 11.44 （本／日）



M-134　発進立坑　上流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.54 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 2.00 2.60

1.0 0～4 28.00

レキ質土 0.96 粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.314 0～30 40.50 1.300 3.380 1.369

▽4.226 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.654 4.614

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.926

4.0 合計 1.300 3.380 1.369

5.0 薬液注入本数 ＝ 4 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 26.0

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.960 7.7

砂質土 5 3.654 18.3

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.614 26.0

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.6

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.314 (m)

引き抜き時間 6.6 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 26.0

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.6

Ｔｓ 68.0

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.47 = 3.923 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 68 ×２

  ＝ 11.47 （本／日）



M-161　到達立坑　下流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽6.57 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 1.00 1.30

1.0 0～4 28.00

粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.010 0～30 40.50 1.300 1.690 0.684

▽3.560 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 4.31 4.310

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.260

4.0 合計 1.300 1.690 0.684

5.0 薬液注入本数 ＝ 2 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 21.6

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.0

砂質土 5 4.310 21.6

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.310 21.6

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 6.0

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.010 (m)

引き抜き時間 6.0 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 21.6

Ｔ3 21.4

Ｔ4 6.0

Ｔｓ 63.0

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 12.38 = 4.234 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 63 ×２

  ＝ 12.38 （本／日）



M-163　到達立坑　上流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽6.81 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 1.00 1.30

1.0 レキ質土 0.23 0～4 28.00

粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 2.850 0～30 40.50 1.300 1.690 0.684

▽3.960 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.92 4.150

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.660

4.0 合計 1.300 1.690 0.684

5.0 薬液注入本数 ＝ 2 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 21.4

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 0.230 1.8

砂質土 5 3.920 19.6

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.150 21.4

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 5.7

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 2.850 (m)

引き抜き時間 5.7 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 21.4

Ｔ3 21.4

Ｔ4 5.7

Ｔｓ 62.5

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 12.48 = 4.268 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 63 ×２

  ＝ 12.48 （本／日）



M-165　発進立坑　横流坑口部

施工条件 （R3既存Ｂｏｒ Ｎｏ．8 ） （１）薬液注入量の算定(複相方式） 溶液型

深度 標高 層厚 土質 Ｎ値 ▽7.80 幅 延長 面積 土質 Ｎ値 注入率 高さ 対象土量 薬液量

立  坑 Ｗ(m) Ｌ(m) Ａ(m2) ％ Ｈ(m) (m3) Ｖ(kl)

1.30 2.00 2.60

1.0 レキ質土 1.22 0～4 28.00

粘性土 4～8 24.00

土被長

2.0 3.550 0～30 40.50 1.300 3.380 1.369

▽4.250 削孔長 砂質土 30以上 31.50

砂質土 3.63 4.850

3.0 砂質土 注入長 0～50 40.00

1.300 ﾚｷ質土 50以上 28.00

▽2.950

4.0 合計 1.300 3.380 1.369

5.0 薬液注入本数 ＝ 4 （本）

１本当たりの薬液注入量 Qs= V  ÷  P= 0.342 （Kl）

6.0 （２）１本当たりの施工時間 （Ｔｓ）

機械準備時 間（Ｔ1） （分） 14

7.0

削孔時間   （Ｔ2) 28.0

削孔時間＝ 作業時間× 削孔長

8.0 土  質 作業時間 削孔長(m) 削孔時間

レキ質土 8 1.220 9.8

砂質土 5 3.630 18.2

9.0 粘性土 4 0.0

合計 4.850 28.0

10.0 注入時間  （Ｔ3） （分） 21.4

注入時間＝ ＱS÷ｑS

１本当り注 入量  ＱS 342 (l)

時間当り注 入量  ｑs 16.00 (l/m)

注入時間 21.4

引き抜き時 間（Ｔ4） （分） 7.1

引き抜き時 間＝単位時 間×土被り 長

単位作業時間 2 （分）

土被り長 3.550 (m)

引き抜き時間 7.1 （分）

Ｔｓ＝Ｔ1 +Ｔ2+Ｔ3+ Ｔ4 （分）

Ｔ1 14.0

Ｔ2 28.0

Ｔ3 21.4

Ｔ4 7.1

Ｔｓ 70.5

（３）１日 当り施工本 数 １日１台当たり注入量

0.342 × 11.06 = 3.783 （Kl／日）

Ｎ＝（６０ ×Ｈ）／ Ｔs×２

  ＝（６０ ×６．５）／ 71 ×２

  ＝ 11.06 （本／日）



(単独：開削）
項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベ ル 1) (レベ ル 2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

（開削工法）

管路施設

管きょ工

管路土工

管路掘削 機械掘削工 BH0.28m3 46.4 46

流用土

管路埋戻 機械投入埋戻工 BH0.28+ﾀﾝﾊﾟ 31.1 31

現場から仮置場

発生土処理 発生土運搬工 BH0.28+DT4t 46.4 46

埋戻土運搬工 積込 34.5 35 31.1/0.9

土砂等運搬 10t 34.5 35

発生土運搬 積込み 土砂 11.9 12 46.4-34.5

土砂等運搬 11.9 12

処分費 土砂 11.9 12

管布設工

リブ付硬質 管径200mm

リブ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 塩化ﾋﾞﾆﾙ管設置工 40.7 41

曲管22°1/2 1.0 1

埋設標識ﾃｰﾌﾟ 埋設標識ｼｰﾄ 40.7 41

管基礎工

砕石基礎設置

砕石基礎 砕石基礎設置工 [機械施工] 10.6 10 2.87+7.73

管路土留工

軽量鋼矢板建込工

軽量鋼矢板土留 （両側分） 矢板長（2.0m） 12.00 12

軽量鋼矢板引抜工

（両側分） 矢板長（2.0m） 12.00 12

軽量鋼矢板

賃料及び修理損耗費 1 1

軽量金属支保工

切梁・腹起し等賃料 １段 1 1

軽量金属支保工

土留支保工設置 １段 12.00 12

軽量金属支保工

土留支保工撤去 １段 12.00 12

開削水替工

開削水替 作業時排水 ポンプ運転工 2.0 2

据付・撤去工 3.0 3

マンホール工

小型マンホール工

塩ビマンホール 3.0 3

蓋設置工 T-14 3.0 3

取付管及びます工

ｍ

数量総括表

ｍ

ｍ3

ｍ3

本

設計数量

ｍ3

ｍ3

ｍ

備　考計算数量単位

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

組

式

ｍ

ｍ

ｍ

式

日

現場

箇所



(単独：開削）
項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベ ル 1) (レベ ル 2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

数量総括表

設計数量 備　考計算数量単位

管路土工

管路掘削 機械掘削工 9.9 10

管路埋戻 機械投入埋戻工 6.9 7

管路埋戻 機械投入埋戻工 砂 2.3 2

発生土処理 発生土運搬工 現場から仮置場 9.9 10

埋戻土運搬 積込 7.7 8 6.9/0.9

土砂等運搬 10t 7.7 8

処分土 積込み 2.2 2 9.9-7.7

土砂運搬 2.2 2

処分費 10t 2.2 2

ます設置工

ます（塩化ビニル製） ます設置工（塩化ビニル製） ます径200mm 9.0 9

取付管布設工

取付管 取付管布設および 管径150mm

（硬質塩化ビニル管） 支管取付工 3m以上 9.0 9

付帯工

舗装撤去工

アスファルト舗装版 開削+取付

舗装版切断 舗装版切断 舗装版厚10ｃｍ以下 56.9 57 36+20.94

アスファルト舗装版 開削+取付

舗装版破砕 舗装版破砕 舗装版厚10㎝以下 22.8 23 15.48+7.35

DID有

殻運搬処理 殻運搬 運搬距離6.0㎞以下 2.3 2 22.8/0.1

As殻処分 5.4 5 2.3*2.35

舗装版復旧工 下層路盤(車道・路肩部） 下層路盤 全仕上り厚100mm 56.9 57

上層路盤(車道・路肩部） 上層路盤 全仕上り厚120mm 56.9 57

表層(車道・路肩部） 表層 平均仕上り厚30mm 56.9 57

ｔ

ｍ2

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

箇所

箇所

ｍ3

ｍ3

ｍ2

m

m2

m3

ｍ3



項 目 工 種 種 別 細 別 細 別 積 算 要 素

(レベル1) (レベル 2) ( レ ベ ル 3) ( レ ベ ル 4 ） ( レ ベ ル 5 ） ( レ ベ ル 6 ）

全工種共通仮設

仮設工

交通管理工

交通誘導警備員

交通誘導警備員B 開削工 14

運搬工

運搬工

運搬工

仮設材運搬費 仮設材等 2.0 2.0

準備費

技術管理費

技術管理費

施工調査費 本管テレビカメラ調査 40.7 40.0

計算数量 設計数量 備　考

ｔ

数量総括表

単位

人

ｍ

(単独：全工種共通仮設・間接工事費）



数量総括表 200mmリブ付硬質塩化ビニル管布設工 単独

名　称 種　別 規　格 単位 数量 備　　考

リブ付200mm硬質塩化ビニル管布設工

管布設工

区間延長 m 42.00

管布設延長 PRPφ200 m 40.74

内副管継手

片受直管 PRPφ200 Ｌ＝4m/本 本 11

曲管22°1/2 PRPφ200 本 1

土工

掘削土量 m
3

46.39

砕石基礎 m
3

2.87

中詰砕石 m
3

7.73

発生土埋戻 m
3

31.07

土留工

軽量鋼矢板設置撤去 LSP-Ⅰ　L=2.0 m 12.00

支保工設置 1段 2.0m以下 m 12.00



管材　数量計算 管径φ 200 管種: リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 単独

区間 管体・布設

路線 下流 上流 延長 下流 上流 延長
上流用継
手

下流用継
手 直管延長

片受直管
本数

上流用
継手

下流用
継手

曲管22°
1/2

リブマンホール
合流サドル 可とう継手 備考

番号 下流 上流 L ｌ1 ｌ2 Ｌ1 ｌ3 ｌ4 Ｌ2 4.0m/本 0.5m/本 0.5m/本

m m m m m m m 本 本 本 本 個 個

2261 M-159 M-160 塩ビ15L 塩ビ90L 18.00 0.200 0.370 17.43 17.43 5 1

2258 M-161+26 M-162 塩ビST 12.00 0.320 11.68 11.68 3

2255 M-163+5.7 M-164 塩ビ90L 12.00 0.370 11.63 11.63 3

合計 42.00 40.74 0.00 0.00 40.74 11 0 0 1 0 0

40.74 ÷4ｍ/本＝ 11 (片受直管本数）

リブ管材マンホール種別 管材延長マンホール減長区間



土工　数量計算 管径φ 200 管種： リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 単独

区間 管体 舗装厚 掘削深 掘削 掘削 舗装厚

路線 延長 延長 方法 勾配 上部 底部 掘削土量 管控除 As+路盤 備考

番号 下流 上流 L L1 下流 上流 平均 t1 h1 b1 B Ｖ1 b2 Ｖ2 h3 b3 A1 V3 h2 b4 V4 ｔ3

m m m m m m m m m m
3

m m
3

m m m
2

m
3

m m m
3

ｍ

2261 M-159 M-160 18.00 17.43 1.30 1.31 1.31 0.05 1.26 素掘り 0.10 0.86 0.60 16.56 0.62 1.06 0.30 0.68 0.031 2.86 0.66 0.81 8.86 0.25 As5-10-10

2258 M-161+26 M-162 12.00 11.68 1.31 1.31 1.31 0 1.31 素掘り 0.10 0.86 0.60 11.48 0.62 0.71 0.30 0.68 0.031 1.92 0.91 0.86 8.42 0.00 未舗装

2255 M-163+5.7 M-164 12.00 11.63 1.66 1.55 1.61 0 1.61 直掘 0.00 0.95 0.95 18.35 0.95 1.10 0.30 0.95 0.031 2.95 1.21 0.95 13.79 0.00 未舗装

合計 42.00 46.39 2.87 7.73 31.07

区間 発生土埋戻砕石基礎 中詰砕石掘削幅掘削深



(路線番号) 管径φ 200 管種： リブ付硬質塩化ビニル管 工区： 単独

掘削深 木矢板 軽量鋼矢板Ⅱ型 軽量鋼矢板Ⅲ型

路線 区間距離 [建込み] [打込み] 2.0m以下 2.0<h≦3.5

番号 下流 上流 (m) 下流 上流 平均 L=1.50 L=1.80 L=2.10 L=1.50 L=2.00 L=2.50 L=3.00 L=3.50 L=2.00 L=2.50 L=3.00 L=3.50 L=4.00 L=4.50 １段 ２段

m m m m m m m m m m m m 枚 枚 枚 枚 枚 枚 m m

2261 M-159 M-160 18.00 1.30 1.31 1.31

2258 M-161+26 M-162 12.00 1.31 1.31 1.31

2255 M-163+5.7 M-164 12.00 1.66 1.55 1.61 12.00 12.00

合計 42.00 12.00 0.00 0.00 12.00 0.00

※根入は20cm程度

支　保　工区間



全体：赤色（上段）

φ200：黒色（中段）

φ150：黒色（下段）

地山土量 地山土量

機械掘削 46.0 運搬（現場→仮置き） 46.0 残土処分 → 本管残土
（ＢＨ0.2） 46.4 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4ｔ，L=0.5㎞ 46.4 11.9

46.4 46.4 11.9

機械積込 35.0
（仮置き→現場） 34.5

34.5

埋戻工(流用土) 31.0 ×0.9 運搬（仮置き→現場） 35.0
（ＢＨ0.2） 31.1 L=0.5㎞ 34.5

31.1 34.5

取付残土
2.2

0.0

2.2

残土処分
機械掘削 10.0 運搬（現場→仮置き） 10.0 機械積込 14.0
（ＢＨ0.2） 9.9 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4ｔ，L=0.5㎞ 9.9 （ＢＨ0.8） 14.1

0.0 11.9
9.9 9.9 2.2

機械積込 8.0 運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10ｔ 14.0
（仮置き→現場） 7.7 （仮置き→処分場） 14.1

0.0 11.9
7.7 2.2

埋戻工(流用土) 7.0 ×0.9 運搬（仮置き→現場） 8.0 処分費 14.0
（ＢＨ0.2） 6.9 L=0.5㎞ 7.7 14.1

0.0 11.9
6.9 7.7 2.2

埋戻工(購入砂) 2.0
（ＢＨ0.2） 2.3

2.3

0.0

2.0

【補助】本管土工配分表
（BH0.2）

取付管土工配分表



集　計　表
工　程　表 (単独）

軽量工程 素掘り
l=2.0m(1段)

全体工期 3 3 6 日 6

軽量鋼矢板

矢板損料日数 矢板長　2.0ｍ 11 11 日 11

開削水替

ポンプ口径50mm

ポンプ運転 作業時排水 1 1 2 日 2

ポンプ転用回数 1 2 3 現場 3

安全費 交通整理員 7 7 14 人 14

数  量工　　種 名　　称 合　計 単位



鋼材運搬算定表
（単独）

仮設リース材 備　考

往路（t） 復路（t）
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=2.0） 1.997 1.997 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=2.5） 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=3.0） 損料計算書
軽量鋼矢板

軽量鋼矢板（l=3.5） 損料計算書

軽量金属支保
軽量金属支保（1段支保) 損料算定

軽量金属支保
軽量金属支保（2段支保) 損料算定

計 1.997 1.997

合　計
往複路計
2.0 t



軽量鋼矢板損料計算書

L=2.0m 1段

補助延長＝ 12.00m 12.00m
単独延長＝ 転用回数＝ 1回
全体延長＝ 12.00m

１回当りの重量＝( 12.00m ÷0.25）× 2 × 2.0m ×10.4 kg/m ＝ 1997kg
＝ 1.997ｔ

全体矢板損料＝ 1.997ｔ × 11日 × 132円/ｔ ＝ 2,899 円
補助矢板損料＝ 2,899 ×( 12.00m ÷ 12.00m ）＝ 2,899 円
単独矢板損料＝ 2,899 － 2,899 ＝ 円

全体矢板修理損耗費＝ 1.997ｔ ×｛1/2×( 1回 ＋1)｝× 5750円/ｔ ＝ 11,482 円
補助修理損耗費＝ 11,482 ×( 12.00m ÷ 12.00m ）＝ 11,482 円
単独修理損耗費＝ 11,482 － 11,482 ＝ 円

全体矢板運搬重量＝ 1.997ｔ
補助運搬重量＝ 1.997ｔ ×( 12.00m ÷ 12.00m ）＝ 1.997 t
単独運搬重量＝ 1.997ｔ － 1.997 ＝ t

軽量鋼矢板長さ　

1回当り使用延長＝



軽量金属支保材損料算定　1段支保 補助

（参考）
腹起し 110×130 矢板長 2.0～2.5 ｍ
水圧サポート　70タイプ

1．アルミ製腹起し・水圧式サポートの全体賃料計算式は
全体賃料＝

2．水圧ポンプ1m当り賃料計算式は
全体賃料＝

2024 P.819 P.297
・アルミ製腹起し1日1本当り賃料及び基本料 建設物価 積算資料 平均価格

1日1本当り賃料（4m／本） 68円 68円 68円 68円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧式サポート1日1本当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 110円 110円 110円 110円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧ポンプ1日1台当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 154円 158円 150円 154円
基本料 500円 500円 500円 500円

※賃料単位は，適時確認する事。

2.0ｍ 2.5ｍ
1ﾌﾞﾛｯｸ延長 12.00ｍ
支保工本数 6本 0本 0本
供用日数 11日

全体賃料 アルミ製腹起し＝ 68円×(6本×11日+0本×日+0本×日) ＝ 4,488 円
水圧式サポート＝ 110円×(6本×11日+0本×日+0本×日) ＝ 7,260 円
水圧ポンプ＝ 154円×(11日+日+日) ＝ 1,694 円

基本料 アルミ製腹起し＝ 6本×1段×500円 ＝ 3,000円
水圧式サポート＝ 6本×1段×500円 ＝ 3,000円
水圧ポンプ＝ ＝ 500円

6,500円
全体延長＝ 12.00 ｍ
補助延長＝ 12.00 ｍ

補助賃料（腹起し）＝ 4,488円 ×（ 12.00 ÷ 12.00 ）＝ 4,488 円
単独賃料（腹起し）＝ 4,488円 － 4,488円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 7,260円 ×（ 12.00 ÷ 12 ）＝ 7,260 円
単独賃料（水圧ｻﾎﾟｰﾄ）＝ 7,260円 － 7,260円 ＝ 0 円

補助賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 1,694円 ×（ 12.00 ÷ 12 ）＝ 1,694 円
単独賃料（水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ）＝ 1,694円 － 1,694円 ＝ 0 円

補助基本料＝ 6,500円 ×（ 12.00 ÷ 12 ）＝ 6,500 円
単独基本料＝ 6,500円 － 6,500円 ＝ 0 円

運搬重量 腹起し材= 6本 × 38.6kg/本 ＝ 232 ｋｇ
ｻﾎﾟｰﾄ材= 6本 × 5.3kg/本 ＝ 32 ｋｇ

重量合計 264 ｋｇ
補助運搬＝ 264kg ×（ 12.00 ÷ 12 ）＝ 264kg
単独運搬＝ 264kg － 264kg ＝ 0kg

1日1本当り賃料×1ブロック当り支保本数×供用日数

1日1台当り賃料×供用日数

合　　　計

矢板長



工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 L=2.0m B=0.25m 1段

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 1基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=12.0m ◎転用回数（水替路線） 1回
塩ビ人孔 1基
組立0号 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 1.997 t
組立1号

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 1 12.00 11.63 0.95 18.4 1.1 2.9 13.8

計 1 12.00 11.63 0.95 18.4 1.1 2.9 13.8

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 18.4 m3 18.4 m3 43 m3 0.43 日　　　= 0.7 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 12.00 m 12 m 39.3 m 0.31 日　　　= 0.5 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 1.1 m3 1.1 m3 33 m3 0.03 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 11.63 m 11.63 m 45.5 m 0.26 日　　　= 0.4 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 2.9 m3 2.9 m3 33 m3 0.09 日　　　= 0.2 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 1 基 1.0 基 25 基 0.04 日　　　= 0.1 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 基 基 5 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 基 基 4 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 13.8 m3 13.8 m3 33 m3 0.42 日　　　= 0.7 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 12.00 m 12 m 43.5 m 0.28 日　　　= 0.5 日
下歩掛P.37

【工程表】

(0.4日) (0.3日)

掘削 0.7 日 0日 0.7日

(0.3日) (0.2日)

矢板設置 0.5 日 0.4日 0.9日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 0.7日 0.8日

(0.2日) (0.2日)

管布設 0.4 日 0.9日 1.3日

(0.1日) (0.1日)

砕石埋戻 0.2 日 1.1日 1.3日

(0.1日)

人孔設置 0.1 日 1.3日 1.4日

(0.4日) (0.3日)

埋戻 0.7 日 1.4日 2.1日

(0.3日) (0.2日)

矢板撤去 0.5 日 1.8日 2.3日

補助延長＝ 12.00 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 2.3日 ×1回 = 2.3日 = 3日 3日

矢板賃料日数 {0.5日/2＋(1.8日－0.9日)＋0.5日/2}×1回＋5＋4 = 10.4日 = 11日 11日

水替 {(1.8日－0.4日)×1回}/1.70 = 0.8日 = 1日 1日

交通整理員 2.3日×3人 = 6.9人 = 7人 7人

L=12.0m

路線番号



工程表（素掘+取付）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板（10.4kg/m） ◎矢板長 B=0.25m 1段

◎転用回数 2回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 ◎転用回数（水替路線） 2回
塩ビ人孔
組立0号 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 t
組立1号

◎算出諸元
水替 人孔（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 砕石埋戻 埋戻工（m3） 備考
有無 塩ビ製 組立0号 組立1号 （m） （m） （m） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3 （m3） （m3） BH0.10m3 BH0.20m3 BH0.35m3
有り 素掘 30.00 28.0 1.8 0.1 17.3

取付 14.60 9.9 6.9

計 44.60 37.9 1.8 0.1 24.2

全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数
全体/転用回数

・掘削 BH0.10m3 m3 m3 32 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

BH0.20m3 37.9 m3 19.0 m3 43 m3 0.44 日　　　= 0.7 日
下歩掛P.14

BH0.35m3 m3 m3 60 m3 日　　　= 日
下歩掛P.14

・矢板設置 m m m 日　　　= 日
下歩掛P.37

・砕石基礎 1.8 m3 0.9 m3 33 m3 0.03 日　　　= 0.1 日
下歩掛P.18

・管布設 m m 45.5 m 日　　　= 日
下歩掛P.26

・砕石埋戻 0.1 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・人孔設置 塩ビ人孔 基 基 25 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.14

組立0号 基 基 5 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

組立1号 基 基 4 基 日　　　= 日
下歩掛（参）P.12

・埋戻 BH0.10m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

BH0.20m3 24.2 m3 12.1 m3 33 m3 0.37 日　　　= 0.6 日
下歩掛P.18

BH0.35m3 m3 m3 33 m3 日　　　= 日
下歩掛P.18

・矢板撤去 44.60 m 22.3 m m 日　　　= 日
下歩掛P.37

【工程表】

(0.4日) (0.3日)

掘削 0.7 日 0日 0.7日

矢板設置 日 0.4日 0.4日

(0.1日)

砕石基礎 0.1 日 0.7日 0.8日

管布設 日 0.8日 0.8日

砕石埋戻 日 0.8日 0.8日

人孔設置 日 0.8日 0.8日

(0.3日) (0.3日)

埋戻 0.6 日 0.8日 1.4日

矢板撤去 日 1.1日 1.1日

補助延長＝ 44.60 単独延長＝ 補助 単独
全体工期 1.1日 ×2回 = 2.2日 = 3日 3日

水替 {(1.1日－0.4日)×2回}/1.70 = 0.8日 = 1日 1日

交通整理員 2.2日×3人 = 6.6人 = 7人 7人

路線番号

L=30.0m



数量総括表 200mmリブ付硬質塩化ビニル管布設工工区： 単独

名　称 種　別 規　格 単位 数量 備　　考

リブ付200mm硬質塩化ビニル管布設工

管布設工

区間延長 m 42.00

管布設延長 PRPφ200 m 40.74

片受直管 PRPφ200 Ｌ＝4m/本 本 11

曲管22°1/2 PRPφ200 本 1

土工

掘削土量 m3 46.39

砕石基礎 再生砕石 m
3

2.87

中詰砕石 再生砕石 m
3

7.73

発生土埋戻 m
3

31.07

土留工

軽量鋼矢板設置撤去 LSP-Ⅰ　L=2.0 m 12.00

支保工設置 1段 2.0m以下 m 12.00



塩ビマンホール集計表 工区： 　単独

名　　称 種　　別　 単位 数　　量 小運搬数量 備　考

塩ビマンホール 箇所 3

鉄蓋

T-14 個 3

沈下防止板 個 3

直管（立管） VUPEφ300×4.0m 本 1

マンホール本体 ST 個 1

90右 個 1

90左 個 1

継手類 異形ソケット　200-150 個 3



塩ビマンホール　　集計表 　単独

マンホール 深さ マルチ マルチ 支管 異径 沈下

No ST 15右 15左 30右 30左 45右 45左 60右 60左 75右 75左 90右 90左 KT マルチ 控除長 立管長 躯体高 継手 200-150 ｿｹｯﾄ T-8 T-14 防止板 備考

1.8 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 (m) (m) (m) 個 個 個 組 組 個

M-160 1.21 1 0.405 0.81 1 1 1

M-162 1.21 1 0.405 0.81 1 1 1

M-164 1.43 1 0.405 1.03 1 1 1

合計 3.85 1 0 0 0 0 0 1 1 0 2.64 0 3 0 3 3

立管本体 蓋



取付管数量総括表 材料・土工舗装・土留 工区： 単独

名　　称 内　　訳 単位

桝蓋 防護蓋 (個) 9

取付延長 (m) 14.60

取付管材 SRB　（0.8ｍ） (個) 18

90°SRV (個) 8

30°SR (個) 8

桝関連材料 公共桝Ａ (個) 9

ＰＥ200 (m) 2.25

土工 掘削 m
3

9.88

中詰砂 m
3

2.28

埋戻 m
3

6.93

残土 m
3

2.59

仮舗装 舗装面積 ｍ2 7.35

切断延長 ｍ 20.94 10.47*2



公共桝及び取付管材料（φ150mm）　タイプＡ 工区： 単独
桝位置 宅内から 取付延長 接続
左右 流入深さ 桝深さ 塩ビ蓋 防護蓋 L 支管 SRB 90°SRV 30°SR 公共桝Ａ 公共桝B ＰＥ200 ＰＥ150 90°SR 備　考
上流から (m) (m) (個) (個) (m) 人孔直 0.8m (個) (個) (個) (個) (m) (m) (個)

M-159 ～ M-160 左 0.70 0.70 1 1.8 支管 2 1 1 1 0.45

左 0.57 0.70 1 1.8 支管 2 1 1 1 0.45

左 0.70 0.70 1 1.8 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.70 0.70 1 1.8 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.68 0.70 1 1.6 人孔直 2 1 0.45

M-161 M-162 右 0.64 0.70 1 1.4 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.66 0.70 1 1.4 支管 2 1 1 1 0.45

右 0.69 0.70 1 1.0 支管 1 1 1 1 0.45

M-163 M-164 左 1.40 1.40 1 2.0 支管 3 1 1 1 1.15

合計 0 9 14.6 18 8 8 0 9 0 2.25 0.00 0

取付管材桝蓋 桝関連材料路線
マンホールNo



汚水桝取付管計算書 工区： 単独

桝位置 本管 取付 取付管 本管 本管部 本管平均 除数 取付管 掘削 砂中詰 残土 舗装 舗装 仮舗装

左右 現状 管径 延長 掘削幅 控除 掘削深 掘削深 体積 計算上の 高さ 埋戻 中詰分 延長 幅 面積 土留延長 山留 平均

土被り 箇所当 延長 ｈ 1.2m未満 0.157×Ｌ 掘削深 0.175×Ｌ Lo=L×ｒ 係数 掘削深 1.5 2.0 2.5 3.0

上流から H ｄ φｍ L W' W1=W'/2 H h' Ｈ-h' V' (m3) (m) (m) (m3) (m3) L Ｗ ｔ ｔ3 A=L2'*W Lo r h=(h+1.5)/2

M-159 ～ M-160 左 1.00 0.70 0.15 1.80 0.90 0.45 1.30 0.21 1.09 0.63 0.70 1.26 0.28 1.09 0.59 0.74 0.32 1.35 0.7 0.05 0.2 0.95 -1.89 -1.05 1.30

左 1.01 0.70 0.15 1.80 0.90 0.45 1.31 0.21 1.10 0.63 0.70 1.26 0.28 1.10 0.60 0.76 0.32 1.35 0.7 0.05 0.2 0.95 -1.8 -1 1.30

左 1.01 0.70 0.15 1.80 0.90 0.45 1.31 0.21 1.10 0.63 0.70 1.26 0.28 1.10 0.60 0.76 0.32 1.35 0.7 0.05 0.2 0.95 -1.8 -1 1.30

右 1.01 0.70 0.15 1.80 0.90 0.45 1.31 0.21 1.10 0.63 0.70 1.26 0.28 1.10 0.60 0.76 0.32 1.35 0.7 0.05 0.2 0.95 -1.8 -1 1.30

右 1.01 0.70 0.15 1.60 0.90 0.45 1.31 0.21 1.10 0.63 0.70 1.12 0.25 1.10 0.60 0.67 0.28 1.15 0.7 0.05 0.2 0.81 -1.6 -1 1.30

M-161 ～ M-162 右 1.40 0.70 0.15 1.40 0.95 0.48 1.70 0.21 1.49 0.77 0.64 0.9 0.22 1.30 0.80 0.78 0.25 0.93 0.7 0.05 0.2 0.65 -0.01 -0.01 1.50

右 1.40 0.70 0.15 1.40 0.95 0.48 1.70 0.21 1.49 0.77 0.64 0.9 0.22 1.30 0.80 0.78 0.25 0.93 0.7 0.05 0.2 0.65 -0.01 -0.01 1.50

右 1.40 0.70 0.15 1.00 0.95 0.48 1.70 0.21 1.49 0.77 0.64 0.64 0.16 1.30 0.80 0.56 0.18 0.53 0.7 0.05 0.2 0.37 -0.01 -0.01 1.50

M-163 M-164 左 1.33 1.40 0.15 2.00 0.95 0.48 1.63 0.21 1.42 0.74 0.64 1.28 0.31 1.30 0.80 1.12 0.35 1.53 0.7 0.05 0.2 1.07 -0.22 -0.11 1.46

合計 7.00 14.6 9.88 2.28 10.69 6.93 2.59 10.47 7.35 0 0 0 0

山留工

土留矢板

土工係数

α

路線

マンホールNo

路
盤
厚

桝
深
さ

舗
装
区
分

舗
装
厚

埋戻土量



数量総括表 舗装工 工区： 単独

名　称 種　別 規　格 単位 本管部 備　　考

舗装工

仮舗装

舗装切断 t=10cm以下 m
2

36.00

舗装取壊し m
2

15.48

舗装仮復旧 m2 15.48

舗装取壊し 仮舗装 m
2

15.48

舗装の為の掘削 m
3

0.31



舗装数量 管径φ 200 管種： VU

区間 掘削幅 舗装切断 舗装壊し 舗装 舗装路盤

延長 延長 面積 仮復旧 厚み 掘削土量 面積 備考

下流 上流 L A1 h1

m m m m
2

m
2

m m
3

m
2

M-159 M-160 18.00 0.86 36.00 15.48 15.48 0.02 0.31 15.48 As5-10-10

M-161+26 M-162 12.00 0.86 0.00 0.00 0.00 未舗装

M-163+5.7 M-164 12.00 0.95 0.00 0.00 0.00 未舗装

合計 42.00 36.00 15.48 15.48 0.31 15.48

舗装の掘削区間

































































































































































































コード 名称・規格１・規格２ 単　位 単　　価

埋設シート

転落防止ハシゴ

小型マンホール

内副官用マンホール継手

内副官用固定バンド

曲管　15°

曲管　22°

推進工法用硬質塩ビ管

先導管・標準管

推進工法用硬質塩ビ管

最終管

汚泥吸引車損料

円形覆工板賃料

供用日1～3ヶ月

円形覆工板賃料

供用日6～12ヶ月

円形覆工板、修理費及び損耗費

供用日6～12ヶ月

円形覆工板賃料

供用日1～3ヶ月

円形覆工板賃料

供用日6～12ヶ月

円形覆工板、修理費及び損耗費

供用日6～12ヶ月

刃先製作取付費

刃先製作取付費

1500

2000

13,800

38,950

8,700

月

F000004800

F000004700

F000004400

F000004500

F000004600

F000004900

F000005100

F000005100

F000005200

19,300

F00000400

月 24,600

月 16,050

1500

1500

1500

2000

2000

2000

94

時間

44,100

57,600

11,400

3,650

25,400

枚

ｍ

個

個

本

月

見積等積算参考資料

F00000500

F00000600

F00000700

F00000800

F000002200

枚

F000004100

F000002300

F000004200

個

組

個

個

個

本

個

23,800

50,600

29,500

3,010

43,500

46,900



コード 名称・規格１・規格２ 単　位 単　　価

鋼製ケーシング存置

鋼製ケーシング存置

仮設ケーシング損料

仮設ケーシング損料

建設汚泥処理費

滑剤

推進機等損料

立坑

推進機等損料

固定部

推進機等損料

泥水調整剤

止水器

電力料

土質安定注入薬剤

圧入機損料（揺動式）

1500～2000

水中コンクリート

30-18-20N

本管テレビカメラ搭載車

カラーマンホール塗装

借地料

圧入機械料

見積等積算参考資料

F000007900

129,600

19,400

383,200

F000003800 日 65,500

F000005300 ｍ2000

1500

2000

1500

200

288,000

回 36,900

式 4,255

回 29,500

58

19,400

27,200

15,112

F0000008100

F000003800

F000003900

F0000000001

F000008500

F000005400

F000003900

F000004000

F000004700

F000004300

F000004600

F000005600

F000004800

F0000005100

F000005500

181

kwh 41.04

ｋｇ 4,980

組 34,500

ｍ 234,000

F000003700 L 10

ｍ3 20,000

組

台

式

L

時間

ｍ3

ｍ3

ｍ


